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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ＰＲＯＬＯＧＵＥＩ　微ほほ笑えまない女め神がみが──










「あなたを愛している」


　その言葉に、私の体は動かなくなった。


「心からあなたを愛している」


　その言葉に、私の体は動かなくなった。


「あなたのすべてを愛している」


　その言葉に、私の体は……


　あまりの恐きよう怖ふで動かなくなった。


　だがそれは愛だという。


　それを恐怖と思うのに……


　やはりそれは、愛だという。


　だがそれが愛ならば、やはりすべては、絶ぜつ望ぼうでしかないと、彼女は思う。








　たしか。


　ふと、そんな詩があったと彼女は思い出した。


　そして光が弾はじけ。


　一いつ瞬しゆんの夢ゆめを見る。








　それは、ほんの昨き日のうの出来事。





『あなたを……愛している』


　そんな言葉が書かれた詩を見つけ、


「…………愛？」


　少女は首をかしげる。


　信じられないほど可か憐れんな少女だった。


　艶つややかな長い金色の髪かみに、日にかざせば、透すけてしまいそうなほど白い肌はだ。


　長いまつげに、切れ長の青い瞳ひとみ。


　圧あつ倒とう的てきな美しさだった。


　誰だれか、彼女を知らない者が見れば──まだ、十四歳さいになったばかりのこの少女を見れば──とても同じ人間だということを信じられないだろう。


　妖よう精せいか。


　もしくは美の精せい霊れいか。


　とにかく、それほどその少女、フェリス・エリスの美しさは、常じよう軌きを逸いつしていた。


　あまりに完成された美しさ。


　しかしその美しさは……


　よく出来た人形のようだった。


　その顔には、表ひよう情じようがない。


　その顔には、感情がない。


　人形のような顔。


　まるで心をどこかに忘わすれてきてしまったかのような、無む機き質しつな美しさ。


　死の美しさ。


　いや、彼女だけじゃない。ここにいる者はみな……


　心が死んでいる。


　フェリスは、まだ幼おさない瞳を少し曇くもらせて、言う。


「ここに書かれている、愛というのは、なんだ？　兄にい様さま」


「ん？」


　すると、目の前でやはり本を読んでいた青年が、顔を上げた。


　フェリスより、少しだけ年上、というところだろうか。


　やはり同じ金色の髪に、フェリスよりもさらに感情というものを感じさせない、切れるような瞳。


　その瞳は、まるでなにも映うつさないようでいて、あらゆるものを見ていることをフェリスは知っている。


　兄の、ルシル・エリス。


　彼は難むずかしい古代文字で書かれている本を閉とじると、彼女の問いかけに薄うすく微ほほ笑えみ、


「フェリスは、愛を知らないのかい？」


　静かな、本当に静かな声だった。


　だが、その言葉はおかしい。


　知るはずがないのだから。


　フェリスは愛を知らない。


　いや、その他の、ほとんどの感情を知らない。


　ここはそういう場所だった。


　エリス家。


　ローランド帝てい国こくの大だい貴き族ぞく。


　代々、この国の王にのみ仕つかえ、それを護ご衛えいする、剣けんの一族と呼よばれる者たち。


　しかし、それすら彼らには意味がない。


　なぜならここあるのは……





　とそこで、ルシルが言う。やはり静かな声こわ音ねで、


「私がフェリス、君を想おもう気持ちはきっと、愛だと思うよ」


「兄様が？　兄様は、私を愛しているのか？」


「もちろんさ。大切な兄きよう妹だいだからね。それに父とう様や母かあ様、イリスだって、君を愛していると思うよ」


「…………」


　その言葉に、フェリスはさらに瞳を曇らせる。


　それから、自分の体を見てみる。


　白と紺こんで構こう成せいされている清せい潔けつな道着を着た彼女の体には、いたるところに傷きずや、アザがあった。


　日々の剣けん術じゆつの訓くん練れんで、父様や母様、ルシルに殴なぐりつけられ、斬きりつけられた痕あとだ。


　傷。


　傷。


　傷。


　傷。


　彼女にとっての生とは、それ以外に、なにもなかった。


　朝起きて、すぐに訓練が始はじまる。


　もう、体が動かないというところで、一日が終わる。


　ただ強くなること。


　ただ強くなること。


　剣の一族として恥はずかしくないように、ただ強くなること。


　それ以外は、なにも教えられなかった。


　いや、それ以外は、なにも必要とされなかった。


　ここにあるのは、ただそれだけ。


　ただ日々、殴られ、傷つけられること……


「それが、愛なのか？」


　そう言うと、ルシルは立ちあがり、手に持っていた本を書しよ棚だなに戻もどしてから、ゆっくりとフェリスのほうを見つめた。


　やはり優やさしい声音で、


「訓練が、辛つらいのかい？」


　フェリスは首を振ふった。そんなふうに思ったことはない。訓練を、辛いと思ったことはなかった。


　そもそも、辛いという感情を教えてもらったことがないのだ。


　だから、両親にとって自分がいらない存そん在ざいだとわかったときも、まるで辛くなかった。


　ルシルは父様には及およばないながらも、エリス家に恥じない才さい能のうの持ち主で……


　その兄とフェリスは常に比くらべられ、それでもやはり、到とう底ていルシルに追いつけないとわかると、まるでゴミでも扱あつかうかのような態たい度どになった、両親。


　なのに訓練は続く。


　延えん々えんと、終わることを知らず、狂くるっているとしか思えない訓練は続く。


　それでもフェリスは辛いと思ったことはなかった。


　辛いと感じる感かん情じようを、知らないのだから。


　だからフェリスは首を振った。


　するとルシルはにっこり微ほほ笑えんで、


「そうか。フェリスは偉えらいな」


　彼女の頭をなでてくる。


　それにフェリスは、


「ん？　私は、褒ほめられているのか？」


　が、ルシルはしばらく彼女の頭を優しくなでたあと、


「…………いや、君は愛されてるんだよ」


　そう言った。


　それにフェリスは、眼を閉とじた。


　頭をなでられるのは、心ここ地ちよかった。


　少なくとも、殴られたり、斬りつけられたりするのよりは……はるかに。


　頭をぐるぐるなでられながら、フェリスは言った。


「なるほど。これが、愛か……」


　するとルシルは楽しそうに言う。


「ああ。これが愛だ」


「ふむ。悪くないな。兄様もなでてほしいか？」


「あはははは」


「ん？　なぜ笑う？」


　突とつ然ぜん笑い出したルシルにフェリスが憮ぶ然ぜんとして言うと、彼はなでるのをやめて、


「いや、フェリスはかわいいなぁと思ってな」


「ん？　私はかわいいのか？」


「かわいいよ。だから愛してる」


「だから頭をなでるんだな？」


「うん」


「では私も、イリスを愛してこよう」


　言って、妹のイリスの部屋へいこうとフェリスが立ちあがると、ルシルはさらに笑った。


「ああ。もう、髪かみの毛がくしゃくしゃになるくらい愛してやれ」


「うむ。まかせろ」


　そしてフェリスは書庫を後にしようとして……


　しかし、そこで振り向く。


　するとそこでまだ、ルシルがフェリスのほうを見つめていて……


　優しい瞳ひとみだった。澄すんだ、フェリスと同じ、青い瞳。


　フェリスは聞いた。


「兄様はイリスを愛しにこないのか？」


　だがそれに。


　ルシルは首を小さく首を振って。


「もう少し、することがあるから。フェリスはイリスと一緒に早く寝ねなさい」


「すること？　なにをするんだ？」


　その問いかけに……


　ルシルはやはり、優しい微笑みを浮うかべたまま、しかし、ほとんど表情を変えないで、


「世界の深しん淵えんを、見にいく」


「…………深淵？」


　意味がわからなかった。


　いや、ルシルの言葉はいつも難むずかしくて、意味がわかりにくいのだが。


　それでもなんとか理り解かいしようと、フェリスが不ふ思し議ぎそうな表情で首をかしげているのを見ると、ルシルはまた笑った。


「いや、フェリスはなんの心配もしなくていい。さあ、もう寝なさい。明日も早いよ」


　そう言われて、


「うん」


　フェリスは素す直なおにうなずいて、それで会話は終わった。


　そのまま彼女は部屋を出る。


　イリスの部屋へと向かう。気け配はいを絶たち、イリスを起こさないように部屋に入って。


　ベッドでかわいらしい寝息をたてている妹の横に座すわって、頭をそっとなでると。


　イリスは薄うすく目を開いた。


「…………むにゃ……あ!?　姉ねえ様！　一いつ緒しよに寝てくれるの!?　やっ……」


　一いつ瞬しゆん、元気に飛び起きようとするが、そのままフェリスが頭をなで続けると、それが気持ちよかったのか、


「や……やった～……姉様……だい……す……ふみゅう……」


　フェリスに抱だきつくような格かつ好こうで、寝てしまう。


　それにフェリスは少しだけ微笑み、頭をなでながら、ベッドに横になる。


　寝る時間は、あまりない。


　彼女の自由になる時間は、ほとんどないのだ。訓練後、本を読んでいたのなら、その分睡すい眠みん時間が削けずられる。


　しかし少しは寝ておかないとまずいだろう。


　訓練は常つねに、死と隣となり合わせなのだ。


　少しでも気を抜ぬけば、死ぬ。


　生き残るためには、くだらない感かん情じようなどいらない。


　愛。


　友情。


　恋こい。


　痛いたみ。


　辛つらさ。


　悲しみ。


　そんな感情はすべて抑おさえこみ、淡たん々たんと訓練をこなしていく。


　それだけの日々。


　だが。


　フェリスはイリスの頭をなでながら、小さく呟つぶやく。


「ふむ。これが、愛か」


　そのまま少しイリスの体を抱き寄よせてみて。


　まだ五歳さいの妹の体は、温あたたかかった。その小さな温ぬくもりの心ここ地ちよさに少し、愛というのがわかったような気がした。


「……ふむ」


　そして、目を閉とじる。


　世界は、闇やみに包つつまれて。


　その闇に一いつ瞬しゆん、兄様の言葉を思い出す。


　世界の、深淵……


　やはり意味はわからない。


　だが、意味などどうでもいいのだ。


　再ふたたび目を開けたときにはまた、いつもの毎日が始まるのだから。


　いつもの……


　フェリスはそう、思っていた。


　しかし現実は……








　再び光が弾はじける。


　途と端たん、体に感覚が戻もどる。


　最初に感じたのは、目め眩まいだった。


　続いてすぐに激はげしい痛みがやってくる。


　フェリスは立て続けに木刀で頭を殴なぐられ、吹ふっ飛ぶ。


　そのまま床ゆかに転ころがり、


「あぐ……あ……」


　あまりの痛みに、思わずうめき声を上げた。


　立ち上がろうとして、しかし、膝ひざががくがくと揺ゆれて、思うように動かない。


　それに彼女は、一度目を閉じて、意い識しきを集中させた。


　まず、全身のどこにダメージを受けているのかを確かく認にんして、さらにそこから意識を外はずし、『痛み』という感覚を消す。


　痛みはすぐに消えた。痛みを消すのにはもう、慣なれているのだ。


　だが、損そん傷しようはひどかった。


　肋ろつ骨こつは数本折れているだろう。


　一番の問題は、頭部への損傷だ。最初の一撃で意識を飛ばされ、しかし、意識を失っていた数瞬の間にも、何度も頭を殴られているようだった。


　脳のうが揺れてしまって、体がうまく言うことをきかない。


　まずい……


　そう思った。


　このままでは、殺される……


　フェリスは顔を上げた。


　すると目の前には、ひどく落らく胆たんした様よう子すの父様と母様の姿すがたがあって……


　エリス家の特とく徴ちようである、金きん髪ぱつに青い瞳ひとみ。そして、常じよう軌きを逸いつした美び貌ぼう。


　だが、その美貌が、歪ゆがむ。


　母様は落胆の表情でフェリスを見つめ、言った。


「貴あ方なたにはいつもがっかりさせられますね。エリス家の血を継ついで……いえ、かつては天才とも呼ばれた、父様やわたくしの血を継いでいて、なぜこの程てい度どの剣けんすら、受けとめられないのでしょう？」


　そのまま剣をゆっくりと振ふり上げ……


　すぐさま、


「く……」


　フェリスは持っていた木刀を構かまえ……


　いや、構えたときにはもう、母様の剣は、彼女に届とどいている。


　それをなんとか防ふせごうとするが、一度、二度、三……


　いや、三度目はなかった。


「……貴方の剣は、単調で、遅おそい」


　直後。


　ゴキンという音がフェリスの左ひだり腕うでから鳴って……


「…………!?」


　それに彼女は、目を大きく見開く。


　折おれたのだ。


　それも、腕だけじゃない。その先の、肋骨まで……


　激げき痛つうが、体中をかけめぐる。


　思わず悲ひ鳴めいを上げそうになるが……


　すぐに母様は彼女の顔面に剣をたたきこんできて、悲鳴を上げる間もなく、フェリスは床へと倒たおれ伏ふした。


　そのフェリスを見て、母様が言う。


「あら、もう立てないの？　これで終わりなの？　なんて、醜みにくい……本当に醜い。わたくし、恥はずかしいわ。貴方のような出で来き損そこないを生んでしまったなんて……」


　言われ慣なれた言葉。


　醜い。


　恥ずかしい。


　出来損ない。


「なぜわたくしたちから、貴方のような子が？」


　訓練をするたびに、彼女はこう罵ののしられる。


「なぜあのルシルの次に生まれた子が、このような出来損ないだったのでしょう？」


　その言葉を、辛つらいとは思わない。


　彼女はその言葉を、辛いとは思わない。


　いや、辛いという感情を教えてもらったことがないのだ。


　だから辛いとは思わない。


　辛いとは思わない。


　辛いとは思わない。


　辛いとは…………思いたくない。


　そんなふうに思ってしまえばもう、立ち上がれないから。


　そんな感かん情じようを持てばまた、愚おろかだと、出来損ないだと言われるから。


　だからフェリスは、辛いとは思わない。


　エリス家の名に恥じぬように、どんな状じよう況きようでも冷静さを失わない、痛みを感じない、高こう潔けつさを失わない……


　そして彼女は表情を失った。


　どんなに辛くても、どんなに痛くても、彼女は無表情のまま顔を上げて、


「…………いま、立ち上がります」


　震ふるえる声こわ音ねでそう言おうとして、しかし、再ふたたび木刀が振ってくる。


　また、骨ほねが折れる音。左腕が、肩かたから動かなくなった。


　それを確かく認にんしてから、母様が言う。


「本当に……本当にこんな出来損ないの子で大だい丈じよう夫ぶなのかしら？　わたくし、心配だわ」


　するとそれに父様が、


「私はこれでも、少しは期き待たいしていたのだがな……」


　と、地べたに這はいつくばるフェリスを見つめる。


　やはり同じ、青い瞳ひとみ。


　その瞳の奥おくには、深い落らく胆たんの色があって。


「エリス家に相ふ応さわしくない者は、生きている必要がない。それはおまえもわかっているだろう？」


　もちろん、わかっている。


　フェリスは父様を見上げた。


　そして、


「………………私は、殺されるのか？」


　すると父様は肩をすくめ、


「あるいは……な。だが、私はおまえを愛している。いくら出来損ないだとはいえ、かわいい娘むすめだからな」


　そう言った。


　父様が、愛していると、そう言った。


　それにフェリスは目を細める。


　そういえば、ルシルも昨き日のう、そう言っていた。


『父様や母様、イリスだって、君を愛していると思うよ』


　そんな言葉を、思い出す。


　愛……


　やはりいまいち理り解かいできなかった。


　しかし、これほど落胆されていてもなお、生かされているのは、愛されているからなのだろうか？


　母様が言う。


「しかしこんな出来損ないから、本当に優ゆう秀しゆうな子こ供どもが生まれるかしら？」


　それに父様が答える。


「少なくともフェリスには、かつて遠い昔、エリス家始まって以来の才さい能のうとうたわれた兄妹だった私と、おまえの血が流れている。さらにもう一度私の血が加われば、可か能のう性せいはあるだろう？　とにかく、私を超こえる力を持った子が必要なのだ。このままいけばルシルには可能性があるかもしれないが……まだ足りない。私はルシルの年ねん齢れいにはすでに、父を超えていたからな」


「でもそれは、兄様が天才だったから。ああ、わたくしがもう一度、兄様の子を孕はらむことができれば……」


　そんなことを言っていて……


　しかしフェリスは、二人がなにを言っているのか、わからなかった。


　子供？


　兄妹？


　いったい、なんの話を……


　だがそこで母様がこちらを向いて言う。


「本当に、光栄に思いなさい。父様の子を産むことができるなんて……さあ、なにをしているんです。早く服を脱ぬぎなさい」


　その言葉に、さらにフェリスは混こん乱らんする。


「父様と母様は、いったい、なにを……」


　が、母様の顔はさらに歪ゆがんで、


「ああもう……この愚ぐ鈍どんさ……いったい誰だれに似にたのでしょう？　いいから早く、服を脱ぎなさい」


　そう言われて……


　しかし、体が動かなかった。


　なにかが、なにかを拒きよ否ひする。


　体の中のなにかが、なにかを恐きよう怖ふする。


　体が震ふるえ……


「早くしなさい」


　それに、彼女は……


　跳はね起きて、駆かけ出した。


　頭の中にルシルの言葉が回る。


　回る。


　回る。


『父様や母様だって、君を愛していると思うよ』


　ぐるぐるとそんな言葉が回る。


　愛。


　愛。


　愛。


　だが、その言葉が回るたびに、吐はき気けがこみ上げてくる。


　いままで感じたことがないほどの、恐怖。


　そう、それは恐怖だった。


　背はい後ごからは、母様の声が、


「やはり落ちこぼれね……」


　しかし次の瞬しゆん間かんには、全力でその場を逃にげようとしているはずのフェリスの目の前に、母様が現あらわれて……


　フェリスはそれに、折れていない、右手一本で木刀を振ふり上げ、ありったけの力をこめて斬きりかかる。


　なのに。


　そのフェリスの木刀を、母様はあっさりと木刀で切せつ断だんしてしまい、さらにその、右みぎ腕うでの骨ほねも折られる。


「落ちこぼれの貴方の剣けんが、わたくしに届とどくわけがないでしょう？」


　そして母様が数度、木刀を振るうと、一瞬にしてフェリスの服が斬り裂さかれ、床ゆかに落ちて……


　さらに髪かみをつかまれ、どこをどうされたのか、簡かん単たんに床に倒たおされてしまう。


　もう、どうにもならなかった。


　力の差が、ありすぎる。


　さらに父様は、この母様よりも、そして兄のルシルよりも強いのだ。


　フェリスの力で、どうにかできるような状じよう況きようじゃなかった。


　だがそれでも、この場を逃にげ出したい。


　信じられないほどの恐怖が心に広がって……


　恐こわい……


　母様が言う。


「さあ、兄様」


　恐い……


　それに父様はうなずき、羽は織おっていた上着の帯を緩ゆるめて……


　恐い……


　フェリスは必死にもがく。


　しかし、体はぴくりとも動かない。


　両腕を折られ、さらに母様に押おさえ付けられて……
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「う…………う……」


　叫さけびたかった。


　だが、あまりの恐怖に、声がでない。


　ただ、震えるだけ。


　そしてうめくように……


「う、うああ……ああ……」


　父様が、そっと手を伸のばしてくる。


　一糸纏まとわぬ姿すがたのフェリスの肌はだに、そっと手を伸ばし、彼女に触ふれようとして。


　次の瞬間。


　彼女は狂くるうかと思った。


　父様に触れられたからじゃない。


　視し界かいが突とつ如じよ、真まっ赤かに染そまったから。


　本当に全てが真っ赤で。


　しかしそれは血だということに、すぐに気がついた。


　それも、フェリスを押さえ付けていたはずの、母様の血。


　ごろんっという音ともに倒れた母様の体が視界に入る。でも、見えたのは体だけ。


　その体には首がついていなくて……


　目の前の、父様の表ひよう情じようが、変わる。


「な…………き、貴き様さま……」


　が、そこで声が響ひびく。


　それは静かな、本当に静かな声こわ音ねで……


　だがその声は、声だけですべてを殺してしまいそうなほどの圧あつ迫ぱく感かんを持った声だった。


「……これはこれは、父様。いったい、いかがなさいました？　エリス家の者が、この程てい度どのことでそんなお顔をなさってはいけません。それこそ落ちこぼれと噂うわさされてしまいますよ？」


　ルシルだった。


　しかし、フェリスとはかなり離はなれた場所に彼はいて。


　なのに彼の手には……恐きよう怖ふに歪ゆがんだ母様の頭が、ぶら下げられている。


　それに父様はすぐに落ちついた表情に戻もどってルシルを見つめ、


「…………それで？　おまえはいったい、なにがしたいんだ？　おまえが母よりも強くなったのは、わかった。だが、私の邪じや魔まをして、生きてられると思っているのか？」


　するとそれにルシルは薄うすく笑う。


　それはいつもの笑えみ。


　それはフェリスがよく知っている、いつもの笑み。


　だがいまは、そうは見えなかった。


　まるで闇やみの深しん淵えんで笑う、悪あく魔まのような笑みで……


「さあ、どうでしょう」


　やはり静かな声音で、そう言う。


　それに父様は、どこか嬉うれしそうな顔で、


「ほぉ。すでにおまえの力は、私をも超こえていると、そう言いたいのかな？　なるほど。それならフェリスと交配するのは、おまえでも……」


　が、それを遮さえぎって、


「私のかわいい妹を……おまえらの腐くさった言葉で汚けがすんじゃない」


　ルシルは父様をにらみつけた。


　するとそれに、父様の顔が、歪む。母様と同じ、嫌けん悪おの表情。


「…………なるほど。おまえも、エリス家を理り解かいできない、出で来き損そこないというわけか」


　言って、床ゆかにある、母様の木刀を拾う。


　そして、


「出来損ないは、いらない」


　そう言った途と端たん、父様の姿が、消えた。


　すくなくともフェリスにはそう見えた。


　まるで目で追うことができない。その動きは、母様を遥はるかに上回っている。


　どうにもならない。


　やはり、どうにもならない。


　いくらルシルでも、どうにも……


　だがルシルは、笑みを浮かべたまま、


「遅おそいなぁ」


　突如現あらわれた父様の剣けんを、がしゅっという嫌いやな音とともに、母様の頭で受け止めて……


　さらに笑う。


　笑う。


　笑う。


　笑う。


　父様が何度も、何度も、何度も剣を振ふり下ろすのに、ルシルは体を少し動かすだけで、そのすべてを簡かん単たんによけてしまい……


　最後には、素す手でで木刀を受けとめて、


「はは。この程度の力で、天才を自負なさっていたのですか」


「い……いったいこれは……」


　父様の表ひよう情じようが、変わった。焦あせりと、戸と惑まどい。父様のそんな表情を見るのは、初めてだった。


　だがすぐに、そんな父様の表情など、どうでもよくなる。


　その横。


　ルシルが小さく、本当に小さく呟つぶやいて。


「………………始まりは破は壊かい。そして終しゆう焉えんは再さい生せい……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生……破壊……再生……ふ、ふふ……ふ……ははは……あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」


　狂くるったように笑う。


　狂ったように笑う。


　狂ったように笑う。


　それにフェリスは恐怖した。


　父様も、震ふるえる声で、


「お、おまえまさかあれを……」


　するとルシルはまるでこの世のすべてを嘲あざけるかのような口く調ちようで言った。


「エリス家のことが理解できない、出来損ないですって？　それは、あなたでしょう？　すべてはもう終わりです、無む能のうな父様。エリス家の忌いまわしき血の呪のろいも、役目も、すべて私の代で終わらせます。呪われた枷かせは、私が一人で担にないましょう。ですから古き者は、安心してご退たい場じようください」


　と、手を振り上げ、


「な、なにを言ってるんだおまえは。狂ってる。あれに……あれに……」


　手を振り下ろす。


　それで、すべてが終わった。


　父様の体が、内側から破は裂れつして、飛び散ちった。


　再び視界が真っ赤に染そまって……


　フェリスは、動けなかった。


　状じよう況きようは……おそらくルシルに助けられたのだろう。


　だが、フェリスは動けなかった。


　ただ震えるだけ。


　目の前の兄の姿すがたに、ただ震えるだけ。


　父様が死んだ。


　母様が死んだ。


　そしてその父様と、母様の返り血を浴あびて、真っ赤に染まりながら、兄様は優やさしげな表か情おをして振り返ってくる。


「さあ……もう恐こわくないよフェリス。すべては終わったんだ。これからは私が、君を守ってあげる」


　その言葉に。





　フェリスはふと、昨日見た詩を思い出していた。


















　　第一章　彼は見つけた










　そこはまるで、天国のような場所だった。


　照りつける陽ひの光が気持ちいい。


　ゆったりと、穏おだやかに流れる時間。


　聞こえてくるのは、誰だれもいない砂すな浜はまに寄よせては返す波の音と、海鳥の鳴き声だけ。


「ああ……」


　ライナ・リュートは言った。


「……まじでやべぇな、こりゃ」


　だがその声こわ音ねは、これ以上ないというほど緩ゆるみきった、怠たい惰だな声。


　寝ね癖ぐせがついたままの怠惰な黒くろ髪かみ。


　猫ねこ背ぜ気ぎ味みな長身瘦そう軀くには、なぜかローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着ることを許ゆるされている白はく鎧がいにローブという奇き妙みような戦せん闘とう服ふくを着こんではいるが……


　やはりいまは、緊きん張ちよう感かんのかけらもない怠惰な姿し勢せいで砂浜に横になっていて、


「とにかくこりゃ、やべえぜ？」


　とにかくやばいらしい。


　するとそれに相あい棒ぼうが振ふり返かえってくる。
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　陽の光にきらめく長い金色の髪に、陶とう器きのような白い肌はだ。


　長いまつげに、切れ長の青い瞳ひとみ。


　圧あつ倒とう的てきな美しさだった。


　その姿はまるで、妖よう精せいのようで……


　あまりに完成された美しさ。


　しかしその美しさは……


　よく出来た人形のようだった。


　その顔には、表ひよう情じようがない。


　その顔には、感情がない。


　人形のような顔。


　まるで心をどこかに忘わすれてきてしまったかのような、無む機き質しつな美しさ。


　しかしライナは知っている。


　その妖精のように美しい女……フェリス・エリスの、本ほん性しようを……


　フェリスはなにが楽しいのかさっきから独ひとりで、寄せては返す波に濡ぬれないよう、追いかけっこをしていたのだが、ライナが声をかけたことによって足が濡れてしまい……


　そのまま無表情な美しい顔をこちらに向けて、澄すんだ声で一言。


「殺す」


「殺さないで」


　それだけで、ライナはフェリスの言葉を受け流す。


　もう、慣なれたものだった。


　するとフェリスはしばらくライナの顔を見つめ、それから晴れ渡わたる気持ちのいい青い空を見上げてから、


「ふむ」


　そう一つ、うなずいた。


　なにやら納なつ得とくしたらしい。


　なにを納得したかは、まるでわからないが……


　それからフェリスは再ふたたびこちらを見て、言った。


「それで？　なにがやばいのだ？」


「ん？　ああ、それだよそれ。なにがやばいって、俺おれ、いますごいこと発見しちゃったんだよね」


「発見？」


「うん。発見。もう、世界の真理って言ってもいいくらい、すごい発見。いや、まじで天才的だぜ？　俺ってばもう、いまならどんな応おう用よう問題でも解とけちゃいそうだよ。それぐらい天才的。そんな発見、聞きたい？」


「ふむ。話してみろ」


　という言葉に、ライナは空を指差して、


「んじゃ、空見て。どう思う？」


　それにフェリスは素す直なおに空を見て、


「どうとは？」


「晴れてるだろ？」


「晴れてるな」


「青いだろ」


「うむ」


「綺き麗れいだよな？」


「うむ」


「さらに波の音は静かだしさ……こんなに気持ちいいと、なんにもしたくなくなって、ふわーっともう、思わず昼ひる寝ねしながらこの砂すな浜はまに溶とけていきそうになるよな？」


　そこでフェリスは、それにはいまいち納得できなかったのか、首をかしげて、


「……そうか？」


　そう言うが、ライナは無む視しして続ける。


「んじゃ今度は、ちょっと過か去こを振り返ってみましょう。ルーナでアルアたちをイリスに頼たのんでローランドに連つれていってもらったあたり。そのときおまえが突とつ然ぜん言い出したあの言葉……『やっと二人きりになれたわね[image: ]』……覚おぼえてる？」


「覚えてない」


「噓うそつけ！　あそこからなんか、俺ってば地じ獄ごくは始はじまったなぁとか思ってるのに……」


　ちなみに、そのときの会話はこうだった。


『やっと二人きりになれたわね[image: ]』


『…………え？　え？　なになに？　なんでおまえ、突然女口く調ちようなの？』


『ん？　やはり色いろ恋こい沙ざ汰たにはこう、乙おと女めの[image: ]ハートが炸さく裂れつするような口調がぴったりだろう？』


『いやいやいや、だからそれも意味わかんないから。色恋沙汰？　なんの話だ？』


『うむ。まあ、そう難むずかしく考える必要はない。ただ、いままでの遅おくれを取り戻もどす必要があるからな。そろそろ本ほん格かく的に勇ゆう者しやの遺い物ぶつを集めようと思ったわけだ』


『ほう？　本格的に？　遅れを取り戻す？　どうやって？』


『うむ。ようは女を口く説どくんだ。簡かん単たんだろ？』


　なんて会話を思い出して、ライナは顔をしかめる。


「それでおまえ、いきなりルーナの王おう城じように乗り込んでいって、ルーナの姫ひめを口説いて勇者の遺物の首くび飾かざりを奪うばえとか、ありえないから。おまけに無む駄だに山が吹ふっ飛んだり。無駄に山登ったり。無駄に飯めし抜ぬきにされたり。無駄に隣りん国ごくのイエット共和国の奴やつらは変へん態たいばっかりだったり。


　じゃあ結局勇者の遺物は手に入ったのかって聞かれりゃ全然だし。で、最後にゃ洪こう水ずいで海に流されて遭そう難なんしてたどりついた場所が、めぐりめぐってまた、元のローランドの、それもおまえんとこの領りよう地ちだなんて……


　どうよこの、俺が発見した真理？」


「ふむ？　結局、なにが言いたい？」


「いやだからさ、結局じゃあこの数か月、俺らはこんなに忙いそがしくなにをしてたのか？　ってことになるだろ？」


　それにフェリスは相あい変かわらず首をかしげ、


「なるのか？」


「なるだろ。だって、あれだぜ？　たとえばの話だけど、あんときアルアと別れないで一いつ緒しよに一度ローランドに帰ってさ、んで、おまえと二人でこの島にバカンスにきて、こんなに気持ちいい砂浜で二か月くらい横になってぼーっと昼寝してたって、状じよう況きようは全然いまとかわんないんだぜ？　なんかそれって、ちょっとすごいだろ？」


　それに、フェリスはあっさり一言。


「つまりはあれか。おまえの人生は、不毛だと」


「………………それを言うなよ……」


　ライナはげんなりと言った。


　だがそれに、フェリスはうなずいて、


「でもまあ、確たしかにその真理は、すごいな」


「だろぉ？　じゃあ、そこからさらに考えを進めます。さて、俺たちはなぜこんなにも無駄なことばかりをやらされているのか？　その元げん凶きようを考えてみようのコーナーって展てん開かいをしたいんだけど」


　それにフェリスは一いつ瞬しゆん、考え込む。無む表ひよう情じような瞳ひとみを少しだけ閉とじ……


　それからすぐに、手をぽんっと鳴らして、


「あれか。確かおまえがいく先々で婦ふ女じよ暴ぼう行こう事じ件けんを起こすから、一か所に定住できずに各地を転々とさせられるはめになったんだったな」


　という言葉に、ライナは大きくうなずいて、


「そう！　俺たちの弱みを握にぎった王シオンの奴やつが、無む理り矢や理り勇者の遺物を集めてこいとかめんどくさいことを命令してくるからだ！」


　と、フェリスの言葉をあっさり無視する。


　すると彼女は、


「…………き、貴き様さま」


　なんてやはりいつものごとく、腰こしの剣けんに手をかけてきて。


　だが、


「いやだって、おまえのその話題はもう、聞き飽あきたんだもん」


　刹せつ那な。


「………………っ!?」


　フェリスが衝しよう撃げきの表情になる。


　それにライナは笑って、


「あら？　ちょっとショック？」


　するとフェリスは、妙みようにうろたえた表情で、


「う、うむ。あの……その……そ、そうか！　貴様、私をこんな無人島に連つれ込こんで、いったいなにするつもりだ!?」


「…………いや、だから無理矢理そっちの方向でやりなおさなくていいから……」


　と、あきれるライナに、それでもしつこくフェリスは続けてくる。なぜか少し緊きん張ちようした面おも持もちで、


「わ、私は知っているぞ！　このあいだ図書館で読んだからな。『凌りよう辱じよく無人島教室。男たちは無人島にある学園で、本ほん能のうのままに暴ぼう走そう……」


「ってか無人島になんで学園があんだよ！　いやそれよりも、ンな本、図書館におくなよ！」


　そう、ライナが叫さけんだ瞬間だった。


　寄よせては返す波の中。


　フェリスは、美しく輝かがやく金色の髪かみを後ろへそっと流し、妙にむかつく勝ち誇ほこった表情で、


「ふっ」


「…………いや、なんの『ふっ』？　お、俺、なんか負けたのか？」


「おまえはいつも負けだ。負け負け君だ」


「………………あ……なんかいま、無む駄だにちょっと悔くやしい……ま、まあ、満まん足ぞくしたんならいいけどさ……んじゃ、話進めていいのかな？」


　が、それにフェリスは海辺から戻ってきながら言う。


「おまえの言いたいことは、わかっている。こういうことだろう？　王の奴をなんとかしようと」


「そう！　それだよ！　あきらかにすべての元凶は王あいつだろ？　こんな毎日毎日労働させられて……」


「うむ。おまけにあの王は、こともあろうに私のお気に入りのだんご屋を人ひと質じちにとって、『俺の言うことを聞かなければ、だんご屋を潰つぶすぞ』などと脅おどしてきおって……だんご屋を人質に、どれほどのか弱い婦ふ女じよ子しが泣なかされていることやら……」


「いや……別にだんご屋が人質でも、そんな多くの婦女子は泣かないとは思うけど……で、でも、とにかくそうなんだよ！　結局、あいつのせいで俺たちはめんどくさいことばっかりさせられるわけだ！」


「うむ！」


「で、じゃあ、どうすればあいつの呪じゆ縛ばくから離はなれることができるか」


「暗殺か！」


「大だい正せい解かい！」


　二人はあっさり、そんな結けつ論ろんに達する。というか、ここ数か月の間、何度もその結論に達していたのだから、やっとローランドに帰ってきたいま、その結論に達するのは当たり前で……


　しかし、今回のその結論は、いつもと違ちがった。


　ライナは勢いきおいよく立ち上がると、やる気満々の顔で、


「今回の俺は、マジだぜ！　さあ、王おう城じようにシオン殺しにいこうぜ！」


　するとフェリスもそれに続いて、いつもの無む表ひよう情じようで、言う。


「うむ。殺しにいこう」


　無表情の彼女が言うと、なにやら物ぶつ騒そうこの上なかった。


　完全な無表情。


　その顔には、表情がない。


　その顔には、感情がない。


　誰だれもがそう言うだろう。


　だが……


　そんな彼女の無表情を見て、ライナは小さく笑う。


　彼女と出会ってからの数か月でもう……彼女の無表情が、無表情じゃないと、彼は知っているから。


　他の者は気づかないかもしれない。


　妖よう精せいのように美しいが、しかし、魂たましいのない、人形のような彼女の顔。


　彼女を見て、そういうふうに言うかもしれない。


　だが、それを見て、ライナは小さく笑う。


　毎日、毎日。


　まるで難むずかしいクイズかなにかのように微び妙みように変化する彼女の表情を見つけては、ライナは小さく笑う。


　いま、フェリスはどこか楽しそうにしていて。


　それがこの晴れ渡わたった空のせいなのか、それともここが、フェリスの実家、エリス家の所しよ領りようで、なつかしいせいなのか。


　それとももしくは、ライナとの会話のせいなのか……


　しかし、とにかく彼女は楽しげで。


　ライナはまた一つ、他の誰かにはわからない、そんな彼女の表情を見つけることができると……


「ああ、まあ……この数か月で得たのがそんな微妙な能力だけだなんて、なんかやっぱ、まじですっげぇ不毛だけどなぁ……」


　と言ったときにはもう、彼女は歩き出している。


　そしてやはり、無表情なまま振ふり向くと、


「どうしたライナ。さっさといくぞ。国を救すくうんだ」


　そんな無ぶ愛あい想そうな態たい度どに。


　しかし、


「…………まあでも、そんなに無む駄だでもないかもな……」


　ライナはまた苦笑するように小さく笑って、彼女について、歩き出した。


　目指すは、ローランド帝てい国こく、王城。


　極ごく悪あく非ひ道どう帝王、シオン・アスタールを暗殺しにいくのだ。





　　　　◆





　そこでは。


　誰もがまるで、夢ゆめを見るかのように生きていた。


　生きる意味を見つけた。


　生きる価か値ちを見つけた。


　そしてその国は、大きく変わり始めた。


　始まりはこの国に、新しい王が立ったところから始まった。


　新しい王……


　ただの王じゃない。


　その王は、英えい雄ゆうなのだ。


　たった一人で国を救すくった英雄王。


　シオン・アスタールという名の、まだ若い王。


　だが彼は、弱じやつ冠かん十九歳さいにして、王たるべきすべての資し質しつを持っていた。


　魅み力りよく、実力、容よう姿し。


　そして実じつ績せきを残していく。


　この国……かつては暴ぼう君くんが治おさめ、貴き族ぞくたちの快かい楽らくのためだけに存そん在ざいしていたこの国を、彼は一変させた。


　前王の妾しよう腹ふくの子でありながら、エスタブール王国との戦せん役えきにおいて多大な功こう績せきを残し、一気にローランド帝国軍の上じよう層そう部ぶまで上り詰つめて、そのまま前王を廃はいして王の座ざにつく。


　エスタブール王国を併へい合ごうし、さらには隣りん国ごくネルファ皇こう国こくとは、友好関係を築きずく。


　そしてルーナ帝国とは同どう盟めい関係を……


　不正を働く貴族たちを排はい斥せきしていき、いままでの悪法を改正する。


　その手しゆ腕わんは、あまりに鮮あざやかだった。


　そして誰もが思う。


　彼は……本当の英雄だと。


　彼は、誰もが待ち望のぞんだ、理想の王だと。


　それに……


「……そう。俺は理想の王だ」


　シオンは小さく、誰にも聞こえないようにそう言って、小さく微ほほ笑えんだ。


　長い銀ぎん髪ぱつに、均きん整せいのとれた容姿。


　なにより意い志しの強そうな金色の瞳ひとみはすでに、王者の風ふう格かくを持っていた。


　この国でもっとも高貴で、尊とうとい存在……


　だから彼は笑う。


　自信溢あふれる笑えみを浮うかべて……目の前にいる部下……まだ、二は十た歳ちになるかならないか、シオンとほぼかわらないような年ねん齢れいの青年に向かって、


「それで？」


　するとそれに部下は、まるで夢を見るような顔で言ってくる。


「北の増ぞう水すいの……」


　が、ただそれだけで、シオンはもう、たちどころにそれに答えてしまう。


「ああ、その件けんはもうカルネに処しよ理りを頼たのんであるから、そっちに相談してくれ。予算のほうも、なるべくうまく回すから。あ、それと、君の報ほう告こく書しよはわかりやすかったよ。処理が少し遅おくれてしまって、すまなかった」


　するとそれに部下はあわてた表ひよう情じようで、


「い、いえ、迅じん速そくでした。私ごときにそのようなお言葉、もったいないです。で、では、これで私は……」


　と、頭を下げてきて、シオンはうなずく。


　そして部下は去っていこうとして……


　しかし、途と中ちゆうで振り返り、やはり夢を見るような目をして言う。


「あ、そ、その、これだけは言わせてください」


　そんなことを言ってきて……


　しかし、シオンはそのあと、どのような言葉が続くのか、知っていた。


　部下が言う。


「わ、私は、陛へい下かのために働くことができて、幸せです。陛下のためならば、この命すら惜おしくはありません。こんな、私のいる辺へん境きようのことまですべて把は握あくして、気にかけてくれるなんて……」


　本当にまるで、夢を見るような目でシオンを見つめて、そう言う。


　だからシオンはそれに、優やさしく笑って、


「ありがとう。私もいい部下を持った」


　すると部下は、いまにも泣なき出しそうな表情で頭を下げて、そして、去っていく。


　だが、それにまた、シオンは小さく笑った。


「……理想の王のためなら、命すら惜しくない……か」


　小さく……


　しかし、自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを浮かべて……


　部下は彼に、夢ゆめを見ている。


　理想の王。


　完かん璧ぺきな王。


　この王に任まかせていれば、すべては安あん泰たいで、この国は確かく実じつにいい方向へと向かう。


　少し前にも、そうして、彼に夢を見てくれた部下がいた。


　彼はシオンのためなら、命すら惜しくないと言った。


　フィオル・フォークル。


　彼はシオンに夢を見て、シオンの作る国に夢を見て、そこに生きる妹の姿すがたに夢を見て、そして最後には、シオンを恨うらむ貴き族ぞくたちに体をバラバラにされて殺された。


「…………」


　それでもおそらく彼は、シオンのためなら命すら惜しくないと言うのだ。


　さっきの部下も、きっとシオンが作る国のためなら、命すら惜しくないと言うのだ。


　完璧な王が作る、完璧な国のために。


　誰も傷きずつかない国のために。


　誰もが笑ってられる国のために。


「………………そしてそのために、命すら惜しくないと言ってくれた奴やつらの命を、俺は天てん秤びんにかけるわけだ……」


　そう思うと、おかしくて仕方がなかった。


「はは……」


　誰もが傷つかない国をつくるために、この国の貴族たちを、殺した。


　必要だったから。


　誰もが笑ってられる国をつくるために、反乱を起こしたエスタブールの兵たちを殺した。


　必要だったから。


　そしてこれからも、殺す。


　人を殺す。


　人を殺していく。


　なのに。


　もうたくさん殺したのに、この国はまるでよくなろうとしない。


　どちらの命が重い？


　どちらの命が尊とうとい？


　それを天秤にかけて、これからも人はたくさん死ぬ。


　いや、シオンが王になったせいで、これまで以上に多くの人間が、きっと死ぬ。国が大きくなり、それと競きそいあうかのように、人はどんどん死んでいく。


　なのに、誰もがこの王は完璧だと思うのだ。


「ははは……」


　この王は、誰もが傷つかない、ずっと笑っていられる国をつくれると、本気で思っているのだ。


　人を殺す王が、人を救すくう国を。


　それはまるで……


「まるで、茶番だな……」


　シオンはそう、呟つぶやいた。


　貴族たちを殺しても、相変わらず本当の黒くろ幕まくは姿を現あらわさない。


　友好関係を築きずいたはずのネルファ皇こう国こくとも、いまの情じよう勢せいではいずれ争わねばならないだろう。


　それどころか、同どう盟めい国こくであるはずのルーナすら、これからどうなっていくかわからない。


　いや、もうこのメノリス大陸全土に、戦火の嵐あらしが巻まき起ころうとしているのだ。


　北の大国ストオルが、ガスタークという新しん興こう国家に滅ほろぼされてしまった。


　普ふ通つうではありえない話だ。ガスタークのような小国が、突とつ然ぜん変へん貌ぼうして、大国を滅ぼす。


　よほど、よほどいい王に恵めぐまれたのか……？


　とにかくガスタークの勢いきおいは止まらない。


　さらに次。


　さらに次へと、その領りよう地ちを広げていて……


　それを怖おそれて、各国は軍ぐん備びの増ぞう強きようを始めている。


　恐きよう怖ふが連れん鎖さしていく。


　どんどん恐怖が連鎖して、このままいけば近い将しよう来らい、全世界を巻き込こんだ戦争に発はつ展てんするだろう。


　だからこそ、それに対たい抗こうするために、シオンは奔ほん走そうしていた。


　少しでも被ひ害がいがでないようにする方法はないか？


　少しでも争わずにすむ方法はないか？


　だが、世界はそれを許ゆるさない。


　争わないよう奔走すればするほど、他国の者たちはローランドに恐怖する。


　ガスタークと同じだ。


　ローランドが力をつければつけるほど、誰もがローランドに恐怖する。


　エスタブールを完全に取りこみ、一気に大国の仲間入りを果たしたローランドは、今度はさらに他国へと攻せめ入るのではないか？


　ローランドに対抗するための、力が必要なのではないか？


　戦争の火ひ種だねは、ガスタークではなく、少なくともこの南大陸ではローランドが持っているのだ。


　それを止めることはもう……


　が、そこでシオンは首を振ふった。


「馬ば鹿かな。まだ方法はある……」


　そう言って、冷たい王おう座ざの上、息いきを少し、吸すい込んだ。


　そして目を細めて


「そうだ。まだ、方法はある」


　そう、呟く。


　そのためにはまず、とり込んだものの、いまだきちんと整備できていないエスタブールの軍の再さい編へん制せいがどうしても必要だった。


　時間はあまり残っていない。


　他国が力をつける、倍する速はやさですべてを進める必要がある。


　エスタブールの軍部はいま、クラウが取り纏まとめているはずだった。


　あとはエスタブールの貴き族ぞくたちだが……貴族たちに言うことをきかせるには、やはり、シオンが出向く必要があるだろう。


　だが、それをうまくやってのければ、ローランドは本当の意味でいままでの倍……いや、互たがいの国の魔ま導どう研究をあわせることによって、さらに研究が進めば三倍の力を手に入れることができるかもしれない。


　そうすれば、隣りん国ごくのルーナやネルファ……いや、さらにその先のカッスラーにまで、圧あつ力りよくがかけられる。


　そして、戦せん乱らんの火の手が届とどく前に、各国で協力出来るような形を作ることができれば。あるいは……


　が、そこまで考えたところで、広間の入り口に黒い影かげが現あらわれたのに、シオンは気づいた。


　顔を上げると、そこには漆しつ黒こくの、綺き麗れいな長ちよう髪はつを持った男がいて。


　華きや奢しやな、線の細い長身。珍めずらしい、黒い指輪をはめている、綺麗な指。


　だが、一番目を奪うばわれるのは、その瞳ひとみだった。


　凍こおりつくような、濃のう紺こんの冷たい瞳。


　すべてを見下すような、切れそうなほど冷たい瞳が、こちらへと向けられていて。


「ただいま戻もどりました、陛へい下か」


　淡たん々たんとした、やはり冷たい声だった。


　それにシオンは、


「フロワードか……待ってたよ」


　小さくそう、声をかけた。


　ミラン・フロワード中ちゆう将じよう。


　シオンの腹ふく心しんの中でも、特に異い彩さいを放つこの男は、ローランド帝てい国こくのみならず、ここ、メノリス大陸全土を覆おおい尽つくす、大ローランド帝国の王座にシオンをつかせたいと、取り入ってきた人材だった。


　その覇は道どうに塞ふさがる暗く、汚きたない部分はすべて自分が担になうと言って。


　そしてフロワードは、その言葉通りのことをした。


　エスタブールの貴族たちを罠わなに陥おとしいれ、反乱を起こさせて殺し……そしてさらに、ローランドのシオンに反抗する貴族の勢せい力りよくもやはり、皆みな殺ごろしにしてしまったのだ。


　それも、自分の父であるフロワード侯こう爵しやくも含ふくめて。


　彼が求めるのは、もっとも効こう率りつのよい方法。


　もっとも効果の高い方法。


　そのためならば、どんな汚いことでもする。


　それが、このフロワードという男のやり方だった。


　当然、シオンのかねてからの腹心たちは、そんな彼のやり方に嫌けん悪おする。いや、誰が見ても……国民たちがそれを見ても、きっと、嫌悪に顔が歪ゆがむだろう。


　だが、シオンはその策さくを受け入れる。


　彼の策が、もっとも効率がいいことを知っているから。


　命を天てん秤びんにかけて……その効率のいい策を受け入れる。


　いや、これが一番いい方法のはずだと、言いい訳わけしながら。


　俺は間ま違ちがっていないと……


　これがきっと、犠ぎ牲せいがもっとも少ない方法だと、言い訳しながら……


　だが。


　だがいったい、俺は、誰に言い訳をしているんだろう？


　いったい誰に、なんのためにこんな……


　とそこで、フロワードがゆっくりと近づいてきて、なぜか、心配げな顔で、


「……顔色が少し、すぐれませんね。私がいない間に、働き過すぎていたのではありませんか？　陛下」
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　そんな殊しゆ勝しようなことを言ってくる。


　それにシオンは笑みを浮うかべ、


「無む能のうな王に、おまえが仕つかえるか？」


「有能だとわかっているからこそ、私は陛下に命をお預あずけするのです。ですが陛下は少し有能に過ぎますので……その能力に陛下のお体がついていきません」


「ふむ。褒ほめ言葉に聞こえないな」


　するとフロワードは薄うす笑えみを浮かべて、


「褒めて、いませんから。体調の管理も、王の仕事ですよ。それと、後こう継けい者しや作りも」


　それにシオンは肩かたをすくめた。


「まだ結けつ婚こんしようと思えるほどの暇ひまはないよ」


　しかしフロワードはあっさりと、


「別に、子こ供どもを作るのに、結婚をする必要は……」


「ああもう、その話は……」


　が、さらにシオンのその言葉も遮さえぎって、


「陛下に好意を寄よせる女じよ性せいは、多いですよ？　やはりそこは、英えい雄ゆう王おうですから。貴族の女性にも……」


「だから……」


「なんでしたら私が数人選んで……」


「フロワード!!」


　そこで、シオンは叫さけんだ。


　するとフロワードは冷たい瞳でシオンの顔をまじまじと見つめ……


「ああ……だいぶ、血けつ色しよくが良くなられたようで……安心いたしました」


　なんてことを言ってきて。


　シオンはそれに、あきれ顔でため息をつく。


「おまえ、そんなことのために、俺をからかったのか？」


　が、それにフロワードは淡々とした声で言う。


「少しだけ、クラウ・クロム元げん帥すい閣かつ下かの真ま似ねをしてみました」


「いらん奴やつの真似しなくていい」


　シオンは顔をしかめて言い放つが、やはりフロワードは真顔のまま、


「しかし、クロム元帥閣下が陛へい下かのそばにいないのは、大きいですね」


「ん？　それはどういう意味だ？」


「もちろん、陛下のそばには能のう天てん気きな方が必要だということです。なにせ陛下は少し、思いつめ過ぎるところがありますから」


　なんて言われて……


「…………」


　それに一いつ瞬しゆん、シオンの顔が歪んだ。


　あまりにも……思い当たるところがあり過ぎて……


　さらにフロワードがたたみかけるように言ってくる。


「そこで私は少し調べてみたのですが……やはり、精せい神しん的な疲ひ労ろうを癒いやすのには……友人との外出か、もしくは女性との交こう際さいがいいとのことで、四人ほど女性を……」


「だからそれはもういいから！」


　再ふたたびシオンは叫んだ。


　それから、


「ったく、そんなくだらないことを調べてて、おまえはこんなに帰りが遅おそくなったんじゃないだろう？」


　そう言って、フロワードを見つめる。


　そうなのだ。


　フロワードはここ数か月、シオンの命めいで、ルーナ帝てい国こくへと出向いていたのだ。


　その任にん務むは、いま一度ルーナ帝国との同どう盟めい関係を確かく認にんしにいくこと。


　それは今後、ローランドが戦火に巻まき込こまれずに力を蓄たくわえるには、不可欠の案あん件けんだった。


　いや、逆ぎやくに言えば、その国々と争わずにローランドが力をつけることができれば、いずれはルーナやネルファと力をあわせて、他の強国に対たい抗こうすることが……


　しかし。


　フロワードはそこで、


「すでにルーナは、ガスタークと手を結んだと……」


　瞬間。


「馬ば鹿かなっ！」


　シオンは思わずそんな声を上げていた。


「そんなはずが……事実なのか？」


　それが事実なら、事じ態たいは急変してしまう。


　もちろんいままでだって、ルーナには不ふ穏おんな空気はあった。


　しかし、ガスタークと手を結むすんだという事実、そしてその事実を、大使としておもむいたフロワードが持ち帰ってくるというのは、不穏な空気がどうこうなんてレベルの話じゃない。


　いや、そもそも、いまの状じよう況きようではありえない話だった。


　いくら北大陸の大国、ストオルを手中に収おさめたとはいえ、ガスタークは、いや、ストオルですら遥はるか遠い、北方の国。


　ルーナにとって直近の大国、ローランドを裏うら切ぎってガスタークと手を組むなど……いまの段だん階かいでルーナに有ゆう益えきな点があるはずが……


　するとフロワードが続ける。


「もちろん、表立ってガスタークと手を結んだことを、発表したわけではありません」


　その言葉に、


「当然だ」


　そう。


　そんなことが、あるはずないのだ。


　水面下でいまの王に反感を持つ者たちがガスタークと手を組んだ、などとという話があったとしても……


　ルーナ自体がいま、表立ってローランドを敵てきに回して、ガスタークと組むなどということは、ありえない。


　しかし……


　シオンは顔をしかめる。


　状況は、かなり悪そうだった。


　フロワードは、ルーナへただ、同盟の状況を確認しにいったのだ。そして、もし多少の不穏な動きがあったとしても、いまのローランドの軍事力を見せつけ、圧あつ力りよくをかけておこうと。


　それも、その不穏な動きというのは、ローランドの貴族とルーナの貴族が手を組んで、シオンを暗殺しようとか、そういったたぐいのものだったはずなのだ。


　しかし、フロワードはただ、それだけの任務に、二か月と少し、帰ってこなかった。定期的に届とどく報ほう告こくでは、ルーナの細かい情じよう勢せいを調べている、ということになっていたのだが……


　シオンは少し落ちつきを取り戻もどして、聞いた。


「それで、ルーナの王はなんと？　とりあえず表向きだけでも、俺たちと仲良くしたいと言ってくれたか？」


　が、しかしフロワードはそれにも首を振ふる。


「ルーナの王には、会うことができませんでした。公主の話によると、国外へ出ていると……」


「国外……それは当然、ローランドでは、ないよな。ネルファ、もしくはカッスラーか？」


「いえ……」


「じゃあどこだ？」


　が、それにフロワードはあっさり、


「ルーナです。私の調べでは、ルーナの王は、ルーナのとある城しろに閉とじこもっていました。それもガスタークからの使者に、脅おどされて……」


　そして、わからないという表情で、


「しかし、いったいどういうことでしょう？　遥か遠く、ガスタークの使者が、軍も使わずにルーナを脅す……そんなことが、可か能のうなのでしょうか？」


　と、不ふ思し議ぎそうな顔になって。


　しかしそれに。


　シオンは言葉を失っていた。


　ガスタークからの使者……


　それは、シオンの元へも訪おとずれていた。


　そのときは、シオンを常つねに護ご衛えいしているルシルによって、簡かん単たんに撃げき退たいすることができたが……


　しかしその力は、常じよう軌きを逸いつするものがあった。この王の間に、雷かみなりでできた獣けものが何なん匹びきも現あらわれ、シオンを殺そうとしたのだ。


　あんなもの、いまの魔ま導どう研究のレベルでは、到とう底てい不可能な代しろ物ものだ。


　ということは……


　あれは、勇ゆう者しやの遺い物ぶつだということになる。


　いまの魔法体たい系けいから大おお幅はばに外はずれた力。


　ライナたちに探さがさせているものだ。


　しかし、シオンはできればそれを、使いたくなかった。ライナたちから届けられる報告書から推すい測そくすると、あきらかにそれは、強大過すぎる力だった。


　悪あく魔ま的てきな力といってもいいほどの……人が持つには、大き過ぎる力だった。


　使えば多くの人が死ぬ。それもまるで、ゴミかなにかのように、一いつ瞬しゆんにして多くの人が死ぬ。


　あのときと一いつ緒しよだ。


　ライナの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』が暴ぼう走そうし、エスタブールの魔法騎き士し団だんが壊かい滅めつしたときと、同じ。


　確たしかにあのときは、少ない犠ぎ牲せいで、ローランドはエスタブールを手に入れることができた。


　しかし……あんなことが何度もあっていいわけがない。


　なのに、その力をすでに使っている国があるのだ。


　いや、もちろんそれはもう、とっくにわかっていたことなのだが。


　ライナたちからの報告書によると、彼らはその力を使っている者たちと、数度、交戦しているらしい。


　いやそれも、正せい確かくなことはいまいちわからないのだが。


　というより、彼らの報告書は正確性せい……もっと言えば真しん剣けん味みに欠かけていて……


　一度など、フロワードの報告書にはライナとフェリスらしき人物との交戦の報告があり、しかし、ライナたちからはまるでそんな報告はなかったり……


　さらに言えばそのたまにくる報告書でさえ、フェリスの妹のイリスが描かいた絵本形式だったりして……


　だが、彼らがルーナで遺物を使う者と交戦した、ということは、わかっている。


　それもその遺物を使う者は、自らをガスタークと名乗ったらしく……


　だから、こうなることはわかっていた。


　しかしそれでも、シオンはその力を、使いたくないと考えた。


　その力を使って争えば……


　おそらく世界は、破は滅めつする。


　それがわかるから。


　ライナのレポートどおりには、絶ぜつ対たいに進まない。


　世界は、滅めつ亡ぼうするだろう。


　こんな力を使って、平和を創つくれるはずがないのだ。


　一度その力を目まの当あたりにすれば、それは、人が使っていい力ではないと、わかるはずなのだ。


　だからこそ、シオンは遺物のことを、フロワードに話してはいない。いや、ほとんどの腹ふく心しんにも、話してはいない。


　もちろん、他国が持つのなら、ローランドも防ぼう衛えい手しゆ段だんとして持つ必要は、ある。


　だから集めさせてはいるが……


　しかし……


　シオンは目を細めて、聞いた。


「ルーナの王が屈くつするほどの脅おどし、か。何人死んだ？　王を守る兵が……」


　それにフロワードが、シオンを見つめてくる。暗い瞳ひとみで、シオンをじっと見つめながら……


「城しろを守る兵は、すべてだそうです……」


　そこで言葉を止めるが、聞かないでもわかった。


　殺されたのだ。ガスタークから派は遣けんされた、使者によって……


　フロワードが続ける。


「さらに問題は、ここからです。情じよう報ほうによれば、ガスタークはストオルの軍に対し、奇き妙みような魔法を使ったらしいという噂うわさがあって……」


「奇妙な魔法？」


「はい。なんでもその魔法は……これはにわかには信じられない話なのですが……たった一発で、ストオルの大だい規き模ぼ魔ま法ほうを打ち消し、さらに、数万の兵を壊滅させたと……」


「………………」


　もう、言葉もなかった。


　数万。たった一つの魔法で、数万の人間が……


　事じ態たいはもう、そこまで進んでいる。


　フロワードはシオンを見つめてさらに続ける。


「もし、これが本当なら、ガスタークからの使者によってルーナが屈くつ服ぷくしたというのも、あながち噓うそではないと」


「………………」


「少し、まずい状じよう況きようですね。まずはその奇妙な魔法に対する、防衛手段を早さつ急きゆうに見つける必要があります」


　その言葉にシオンは小さく、


「……わかってる」


　しかし、フロワードの言葉は終わらない。冷れい淡たんな、暗い瞳でシオンを見つめたまま、


「さらにこの状況では、ルーナだけでなく、ネルファへもいままで以上に注意を払はらう必要があります。ガスタークに脅された国々に攻せめ入られ、壊滅的な打だ撃げきを受ける前に……こちらから攻める必要も……」


「わかってるっ！」


　思わずそう、怒ど鳴なってしまい……


　それに、フロワードが頭を下げて、


「……しかしその前に、陛へい下かは少し、お休みください。まだ、時間はあります。滅ほろぼされる前に気づくことができれば……いくらでもやりようはありますから。では、ルーナにおいての報告書は、あらためて……」


　言ってから、踵きびすを返す。


　その、フロワードの後ろ姿を見つめながら……


　シオンは目の前が真っ暗になるのを感じた。


　狂くるった世界に、狂った国々。


　それは、よく知っている世界だった。


　彼が王になる前に、この国がそうであったように。


　狂った世界に、狂った国々。


　そして人間も、狂っていく……


　狂った力を手に入れて、人間も、狂っていく。


　そうだ。


　まだ、いくらでもやりようはある。


　だが、それは……


　シオンは小さく、聞こえないほど小さく、うめいた。





　　　　◆





「…………」


　そもそもが……


　と、彼は思う。


　そもそもこの世界のほとんどが、始まりから狂っているのだと。


　少なくとも彼の見てきた風景は、すべてが狂っていた。


　彼を生んだ親。


　彼を育てた養ち父ち。


　このローランドという国。


　そして、欲よく望ぼうに目が眩くらんだ、人間という生物すべて……


「もちろん、私も含ふくめて……」


　踵を返し、ゆっくりと王の間を去りながら、フロワードは薄うす笑えみを浮うかべ、そんなことを思った。


　だがそれは、別におかしなことじゃない。


　人間はそういうふうに創つくられているのだから。


　生きるために他者を喰くらう。


　しかしそれでは物足りない。


　もっといい物を食べるために、さらに他者を喰らう。


　しかしそれでは物足りない。


　もっといい服を……


　足りない。


　もっといい住すみ処かを……


　足りない。


　もっと欲ほしい、もっと欲しい、もっと欲しい、もっと欲しい。


　もっと、もっと、もっと、もっとだ。


　まるで欲しがることを義ぎ務むづけられているかのように、狂ったように欲しがる。


　だが、それでいいと、フロワードは考える。


　生きていれば、それは自然な形だと。


　もっといい暮くらしを……


　もっといい国を……


　もっといい王を……


　そしてフロワードは、最高の王を見つけた。


　彼は誰よりも欲しがらない。彼は誰よりも優やさしい。彼は誰よりも弱い。


　聡そう明めいで、他者の痛いたみがわかる王。


　素す晴ばらしい。


　本当に素晴らしい。


　彼こそが、フロワードの求めている王だった。


　彼が治おさめる国を想そう像ぞうするだけで、体が痺しびれてくる。


　彼が治める世界を想像するだけで、全身が震ふるえてくる。


　本当に、なんと素晴らしい世界だろう？


　きっと彼が治める国は、誰も傷きずつかない。誰も泣なき叫さけばない。優しさに溢あふれる、完かん璧ぺきに、平和な国。


　そんな国だろう。


　そんな……


　偽ぎ善ぜんと欺ぎ瞞まんに溢れた、狂くるった世界。


　そして……


　そしてそれは彼にとって……


　彼にとって……


「…………」


　フロワードは、濃のう紺こんの瞳ひとみを細めた。


　鋭するどく、細く、細く、細く……


　しかしそれはどこか、恍こう惚こつとした表ひよう情じようで……


「だがそのためには少し……陛へい下かはお優し過すぎますね……」


　フロワードは再ふたたび、目の前の問題に、目を向けた。


　当面の問題は、ルーナ帝てい国こくだ。


　そしてその先には、ガスタークがある。


　さっきの王の反はん応のうで、確かく信しんした。


　王は、ガスタークが遺物を持っていることを、知っている。おそらくは、例の勇ゆう者しやの遺い物ぶつのレポートを書いたという『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しや……


　ライナ・リュートからの情じよう報ほうだろうが。


　だがそれでいて、その遺物のことをフロワード……どころか、他の腹ふく心しんにすら話していないのは……


「…………やはり、お優し過ぎる……」


　もちろん、その甘あまさがあるからこそ、フロワードは彼に従したがうのだが。


　しかし、その甘さがあるままでは、このメノリス大陸の覇は者しやになることは、かなわないだろう。


　現げんに、ガスタークは遺物を使って戦争を始めているのだ。


　事じ態たいはあまり、おもわしくない。


　以前にルーナと交戦した、スイとクゥとかいうガスタークの間ス者パイは、完全に遺物を使いこなしていた。


　それを見たときには、少し、驚おどろかされたが。


　と、フロワードは、自分の手にはめている奇き妙みような黒い指輪に、目をやる。


　そして……


「まさかこれ以外にも、このような道具があるとは……勇者の遺物……もしくは、ガスターク流に言えば、忘ル却ール欠フラ片グメ、ですか。おまけにガスタークの王は、その力で数万の敵てきを屠ほふったという……」


　それに、フロワードは思わず、笑えみを浮うかべてしまった。暗く、冷たい、悪あく魔まのような笑み。


「それほどの力を使って……いったいガスタークの王は、世界をどうする気でしょう？　どんな夢ゆめを見ているのでしょう？　その巨きよ大だいな力でこの大陸を制せいし……そして、戦争のない、平和な世界？」


　そう、自分で言ってみて、さらに笑ってしまう。


「……ふ、ふふふ……おもしろい。だからこの世界はおもしろい。本当に、狂っているとしか、思えないから……」


　一度に数万の人間を殺しておいて、平和という言葉を口にする。それは、感動的と言ってもいいほどだった。


　北のガスタークと、南のローランド……


　さて、生き残るのは、どちらだろう？


　あるいは、両方が消え去るか？


　しかしそれは、このメノリス大陸すべてが消え去るときだろう。


　だが、そうはならない。


　絶ぜつ対たいに、そうはならない。


　ガスタークは、大きなミスを犯おかしたのだ。このローランドに手を出すのが少し、早過ぎたのだ。


　そしてフロワードは、そヽれヽに気づいてしまった。


　なら、いくらでもやりようはある。


　ルーナに対しても、ガスタークに対しても。


　そしてそれに、王も気づいているのだ。


　いや、ずっと気づいていたはずだ。


　ガスタークが遺物を持っていることを知ったとき……いや、さらにいえば、ライナ・リュートとフロワードが交戦したとき……


　いや、それよりももっと前……？


　ライナ・リュートのレポートを見たときから、彼なら、こうなる可か能のう性せいが、頭にあったはずだ。


　そして無む視しした。


　彼は優しいから、その悪魔の力を使えば、世界がどうなっていくのか……彼には見えたから。


　だから、無視した。


　その甘さは、どこから生まれる？


　彼を弱くするのはなんだ？


　彼の目を曇くもらせるのは？


　彼の心のよりどころは？


　フロワードは、考える。


　そして。


「まずは……」


　ライナ・リュートを、消す……


　しかしそれに、


「違ちがう」


　小さく首を振ふった。


　情じよう報ほうでは、ライナ・リュートはローランドに戻もどってきているらしい。ならば、彼を消すのは簡かん単たんだろう。


　だが、それでは意味がない。死ぬことで、さらに強く、王の心のよりどころになられては、困こまるのだ。


　もっと自然な形で、彼には陛へい下かから離はなれてもらう必要がある。


　なら、どうする？


　難むずかしいことじゃない。フロワードは一度、ライナ・リュートと交戦している。シオンにそれは、報ほう告こくした。だが、ライナ・リュートは報告していない。


　フロワードの、闇やみ色いろの指輪のことを……


　それはあまりに危あやうく思えた。


　あまりに不ふ確たしかで、移うつろいやすい絆きずな。


　なら……


　そこでフロワードは、一度目を閉とじた。


「やはり、それを繫つなぐ楔くさびから……」


　ライナ・リュートが、自分から離れないようにするための、楔……


　ミルク・カラードか、もしくは、ルーク・スタッカート、ラッヘル・ミラー。


　できることは、いくらでもある。その、どこから手をつけるか。


「さて……どこから切り崩くずしていきましょうか？」


　フロワードは、楽しげに呟つぶやいた。


















　　第二章　そう、確たしかに見つけた










　どうする？


　シオンは悩なやんでいた。


　このままでは、まずい。


　それはわかっている。このまま流されていくわけには、いかない。


　たとえ世界が狂くるっているからといって、このローランドも一いつ緒しよになって狂っていけば、それは破は滅めつだ。


　力に対して、力で対たい抗こうすれば、その先には破滅しかない。


　力……


　力だけで前へ進む。


　そうなれば……


　ルーナに攻せめ込こむ。力を手に入れる。だがまだ足たりない。


　ネルファに攻め込む。力を手に入れる。だがまだ足りない。


　カッスラーへ、さらにその先へ、遺い物ぶつの力を使って、すべてを薙なぎ払はらって……最後には、ガスタークとぶつかる。


　そしてさらにその先に……


　いったいなにがある？


　きっと、なにもない。


　たとえ勝利を収おさめたとしても、きっとなにもない。


　残っているのは父……かつてのこの国の王のような、おびただしい屍しかばねの上にふんぞり返った、シオンの姿すがた……


　だが、他の道は本当にないのだろうか？


　仮かりに遺物を使ったとしても、もっと別の、もっといい方法が……


　シオンは、王の間から執しつ務む室しつへと帰る巨きよ大だいな、しかし冷たく暗い回かい廊ろうを歩きながら、思いを巡めぐらせた。


「なにか……なにか方法が……」


　しかし、考えても、考えても、道はないように思える。


　まるでこの回廊のようだった。


　先が見えないほど巨大な回廊。いくら手に入れても、まだ先は見えない。


　ガスタークの王は、すでに力を持っている。そしてそれを使いこなし……しかし、それだけではきっと、満まん足ぞくしない。


　大きな力を持てば、それを使いたくなる。人間がそういう生物だということは、十分にわかっている。


　大きな力を持ち、それをどう扱あつかうか、すべてはそれにかかって……


　が、シオンはそれに、思考を止める。思考を止めて、


「…………それをどう扱うか…………だが、ガスタークの王が、その力で世界を救すくおうとしているなら、どうだ？　大きな力を持って、その力で、争いのない、平和な世界を創つくろうとしてるなら？　そしてその力と、俺おれはぶつかるのか？　それじゃ……」


　それじゃ、あまりにも救いがなさ過すぎる。それこそ本当の茶ちや番ばんだ。


　思わず引きつった笑えみを浮うかべてしまうほど、不毛に過ぎる。


　同じ考え、同じ想おもいで、しかし、殺し合うのか？


　それも、何万、何十万の命を賭かけて。


「そんな馬ば鹿かな話が……」


　馬鹿な話が……


　この世には、溢あふれているのだ。


　もう、どうにも……


　とそこでゴンっと鈍にぶい音が響ひびく。シオンは強く、壁かべを殴なぐって……


「もう、どうにもならないだと？」


　拳こぶしから、血が滲にじむ。だが、痛いたみは感じない。感じるのは、ただ怒いかりだけ。自分への、そして、世界への。


　狂ってるのだ、世界は。


　それを知らないほど、子こ供どもじゃない。ずっと見てきたんだから。母親が犬以下に扱われる姿を。民たみが必死に生きようとして、しかし、ゴミクズのように死んでいく姿を。


　そして仲間が……


　ライナが、キファが、タイル、トニー、ファルが、もがき苦しむ姿を。


　殺したほうも、殺されたほうも、気が狂うほどもがき苦しんでいて……


　だから彼は、王になったのだ。


　すべてを変えるために。


　この狂った世界を、変えるために。


　そしてやっと王になって……


　もう、どうにもならないって？


「…………ふざけんなよ」


　うめくように、小さく呟つぶやく。


　クソみたいな話だった。


　なら、王になんかなる必要はなかった。こんなところで止まるくらいなら、王になんてなる必要はなかった。


　なんなら、フロワードが王になったっていい。なにも変わりやしない。いや、そこらへんの、欲よくに目がくらんだ無む能のうな貴き族ぞくを選んだっていい。


　だが……


　王はシオンなのだ。


　なら……


「なら、変わるだろうがっ！」


　怒ど鳴なって、再ふたたび壁をたたく。
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　きっと道は、まだあるはずなのだ。


　フロワードの言いなりにはならない。


　ガスタークの、世界の言いなりにはならない。


　そのためにはやはり、最さい低てい限げんの力は必要だろう。ガスタークに拮きつ抗こうするだけの力が……


　だが、力の使い方は、それを使う者が左右する。


　大きな力は、それをどう使うか？　それにかかっている。


　別に、正せい義ぎを掲かかげようというわけじゃない。ただ、少しでも人が死なない道を探さがす。ガスタークですら驚おどろくほどの速はやさでこの南大陸を整せい備びし、その侵しん入にゆうを防ふせぐ。


　道は、まだあるはずなのだ。


　そのためには、とりあえずはエスタブールを完全に掌しよう握あくすることが、第一歩だ。近いうちにエスタブール領りようへおもむいて、貴族たちをとり込む必要があるが……


　それには、大きな危き険けんが伴ともなう。


　ローランドにいるうちは、遺い物ぶつを使うガスタークの暗殺者でさえ、シオンを殺すことはできない。


　あの、ルシルがいるから。


　おそらくローランドにいる限かぎりは、どんな化ばけ物ものでさえ、シオンに近づくことさえできないだろう。


　だが……ローランドを離はなれ、エスタブール領へと入るとなると……ルシルの庇ひ護ごはなくなる。


　ガスタークはそこを、見み逃のがすだろうか？


　しかし、やはりエスタブールを掌握するには、シオンが出向く必要があるだろうし……


　これは、一種の賭かけだ。


　だが、勝算がないわけじゃない。


　向こうにはいま、クラウもいる。彼がいれば、滅めつ多たなことでは危機になど陥おちいることはないと思うが……


　いや、そうなると、今度はローランドの留る守すを任まかせる者のことも考えないと……


　と、再び思考が進み始めると、あとはすべてがうまくいくようだった。


　いくつかの問題を頭の中で処しよ理りし、エスタブールへいくための計画を立てながら、シオンは執しつ務む室しつへと向かう。


　回かい廊ろうの途と中ちゆうにある、小さな扉とびら。本当に質しつ素そな、なんの装そう飾しよくもない扉。


　そこが、彼がほとんどの時間を過すごす、執務室の扉だった。


　本当のシオンの姿すがたを知らない者がこの質素な部へ屋やを見れば驚くだろうが……彼は、絢けん爛らんな部屋は苦にが手てだった。


　それはかつて国民を虐しいたげ、贅ぜいの限かぎりを尽つくした父への反発心なのか……


　それとも、その父に人生のすべてを翻ほん弄ろうされ、踏ふみにじられ、それでも誰だれよりも高こう潔けつだった、母の影えい響きようなのか。


　とにかく、仕事ができて、そして寝ねることができるだけの広ささえあればいい。


　そう言ってこの部屋を主おもな居い場ば所しよに選んだときには、フィオルでさえも、


『陛へい下かにこんな場所で寝ね泊とまりされたら、私は道みち端ばたで寝なきゃいけないじゃないですか』


　なんて言っていて……


　それにシオンは執務室の扉に手をかけながら、微ほほ笑えんだ。


　あのときはまだ、夢ゆめを見ていた。フィオルが自分に夢を見て、そしてその夢のすべてに答えられると、なんの根こん拠きよもなく信じることができたのに……


「…………だいぶ、弱くなったもんだよな……俺も……」


　子こ供どものころは、なんでもできると思っていた。どんな不ふ可か能のうなことだって、不可能には見えなくて。


　なぜ、みんなはそれを不可能と言うのだろう？


　簡かん単たんじゃないか。


　前へ進めばいいんだ。


　そう思っていた。


　誰もが幸せで笑って暮くらせる世界なんて、簡単じゃないかって……


　そして。


「…………」


　彼の微び笑しようは少し、悲しげに歪ゆがむ。


　それは自分の力のなさに？


　それとも、思うように進まない、世界に絶ぜつ望ぼうして？


　だが、彼はもう、止まることは出来ない。


　執務室のドアに手をかけた。


　そしてそれを、開こうとして……


「ん……」


　が、そこでシオンは、手を止めた。


　扉の開きが少し、ぎこちない。いや、それどころか中から、何者かの気け配はいがする。


　暗殺者か？


　シオンは目を、細めた。


　しかしどこの？


　数は？


　と、意い識しきを集中して部屋の中を探さぐろうとして、だが、首を振ふる。ローランド城じよう内ないに忍しのび込こめるほどの暗殺者が、気配を消せないわけがない。


　いま感じている何者かの気配は一人だが……それはおそらく罠トラツプだろう。一人だと油ゆ断だんさせるつもりか……


　もしくは、緩ゆるみきった一国の王など、こちらの気配には気づかないだろうと、馬ば鹿かにしているのか。


　いや、それはないだろう。この気配は当然、こちらに気づかれるために放っているものだ。


　だが、なら、どちらが正せい解かいだ？


　このまま部屋に入るのか、それとも、応おう援えんを呼よびにいくのか？


「…………ふむ」


　もしこの気配に気づくこと自体が罠わなならば、部屋に入らずに応援を呼びにいくという行こう為いを誘さそっていることに……


　が、そこでシオンは薄うすく笑えみを浮うかべた。そして、


「ルシル……いるのか？」


　小さくそう声をかけると、


「……………………」


　しかし、返事はない。だが、いる。彼はそういう男なのだ。必要なとき以外は姿すがたを現あらわさないが……確かく実じつに、いる。


「と、思う」


　シオンは苦笑した。


　いや、本当にいないのかもしれないが。


　だが、いまルシルがシオンのそばにいないということは、この執しつ務む室しつの中にいる者はおそらく、シオンにとって脅きよう威いになる者ではないということだろう。


　ルシルがいない、というのは、そういうことだった。


　ここはローランドなのだ。ルシルがシオンを王として、相ふ応さわしくないと思わない限かぎり、この国の領りよう内ないでシオンに危き機きが及およぶことはない。


　ここは、そういう場所だった。


　シオンはもう一度問いかけるように言った。


「俺一人でやれるって？」


「………………」


　やはり返事はなくて……


　それにシオンは、


「あんま、買いかぶるなよ。おまえに比くらべたら俺は、すごい弱いんだぞ？」


　なんて言いながらもちょっと嬉うれしそうに、全身に力を入れていく。


　本ほん格かく的な戦せん闘とう……というのは、いったい何年ぶりだろう？　体を鍛きたえるのをやめていたわけではないが……それでも、十六のあのとき。


　ライナや、キファたちと一いつ緒しよに過すごした、王立軍事特とく殊しゆ学院にいたころに比べて……


「どれくらい鈍なまってるかな」


　気配は、消さない。もう相手も、いまの状じよう況きように気づいているはずだ。


　部へ屋やの前に立ったまま、入ってこないシオンに。


　相手はもう、いくつも罠トラツプを用意して、中で待っているだろう。


　それにシオンは、ますます嬉しそうな顔になって、


「上等だ。やってやろう」


　そして小さく、息いきを吸すって……


「ひゅっ！」


　と、強く吐はき出すと同時に、扉とびらを開け放ち、中へと入る。


　途と端たん、上からの気配。


　それにシオンは上を向く。するとそこには、一いつ冊さつの本が落ちてきていて……


　扉の上においてあったのだ。昔学校で、悪ガキたちが先生にしていたイタズラのように、ベタなトラップ……


　それにシオンは、


「ちっ」


　顔をしかめた。引っかかった。そちらへと意い識しきが向いてしまったこと自体が、完全に相手の術じゆつ中ちゆうだ。


　もしいまのが本気のトラップなら、落ちてくるのは毒どくのついたナイフだろう。


　だが、相手はこちらがそんなトラップに引っかからないことはわかっているのだ。


　目的はシオンの意識をそちらへ向けること。


　そのためには、一冊の本で十分。それも、その本はシオンの部屋にあったはずの本で……


「……やってくれるじゃないか」


　防ぼう御ぎよ体たい勢せいに入る。


　すぐに次の攻こう撃げきがくるだろう。それさえ凌しのげればまだ、なんとか反撃が……


　全身を緊きん張ちようさせ、左手で首を、そして、右手でみぞおちを守るように構かまえる。急所にさえ攻撃を受けなければ、まだいける。


　しかし……


「…………」


　攻撃は、こなかった。


　部屋を見み渡わたす。


　敵てきすらいない。


　あるのは山積みの書類、椅い子す、テーブル、書しよ棚だな、そして半開きの、隣となりの仮か眠みん室しつへと続く扉。


　そして、その奥おくから、気配は漏もれてきていて……


「……………………」


　シオンは無言で、そちらを見つめた。


　ちなみに仮眠室の扉の上にも、今度は分ぶ厚あつい辞じ書しよが落ちてくるよう、セットされていて……


「……………………」


　シオンは、やはり無言。


　そのままゆっくりと歩き出す。隣の、仮眠室へと向けて。扉の上の辞書を取ってから、さらに進む。


　仮眠室は、ベッドが置いてあるだけの、狭せまい部屋だ。入り口に立てば、中はすべて見渡せてしまう。隠かくれられる場所なんてない。いや、ベッドの下に隠れようと思えば、隠れられるかもしれないが……


　そんなベタな場所に隠れる者もいないだろう。


　となれば当然、その気配の主ぬしの姿すがたも……


「……………………」


　だが、やはりシオンは無言。


　それは、あまりにもひどい光景だった。


　確たしかに暗殺者はいた。仮眠室の中に。


　しかし、その暗殺者の姿……


　その暗殺者は、ベッドの下に、隠れてもいなかった。


　なんと、ベッドの上にいるのだ。


　じゃあせめて掛かけ布ぶ団とんの中に隠れててもいいようなものを、掛け布団はどうやったらそうなるのか、ベッドからかなり離はなれた、部屋の隅すみに飛んでいってしまっている。


　そしてその暗殺者……


　どこまでも際さい限げんなく寝ね癖ぐせで乱みだれまくる黒くろ髪かみに、もう開くことはないんじゃないかというくらい、完全に閉とじた瞳ひとみ。そしてだらしなく開いた口からは、ヨダレが垂たれ流され、シオンの枕まくらをべっとり濡ぬらしている……なんていう、嫌いやがらせをしてきているその暗殺者の姿に……


「………………はぁ……」


　シオンはもう、あきれきった表ひよう情じようでため息をついた。


　それから、自分の手に、辞書があるのを見つける。
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　それにシオンは、


「お？」


　と、少し驚おどろいた表情になってから、とりあえず手に持った辞書を軽く放り投げてみる。するとその辞書は、空中に綺き麗れいな放物線を描えがいて飛んでいき、


「おお～」


　直後、その辞書は、暗殺者の頭に……


「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ!?」


「ほらほらライナ！　ぎゃああじゃないって。早くしないと、学校に遅ち刻こくするぞ！」


　というシオンの言葉に、ライナが驚いた表情で、


「え？　へぇえ？　が、学校？　あれ、今日学校の日だっけ？　あれ……」


　まだ半閉じの寝ぼけ眼まなこのまま、混こん乱らん気ぎ味みに左右を見まわして……


　見まわして……


　見まわして……


　それからやっと、彼はこちらの姿を見つける。呆ぼう然ぜんとした表情で、


「……………………あ、シオンおはよ」


「おはよ」


「…………ここって、あれだよな。シオンの部屋だよな」


「うん」


「………………あれ、じゃあ、俺ってばもう学校とか………………あ、なんか思い出してきたぞ。そうそう……」


「お、やっと目が覚さめてきたか？　それじゃ事情を……」


「…………ああでも、とりあえずどうでもいいや。んじゃそういうことで」


　と、再ふたたび目を閉じ、夢ゆめの世界へ飛び立つライナに。


　シオンはふむっとうなずいて、一度仮眠室を出る。そして今度はさっきの辞書の、さらに十倍以上はある異い様ように巨きよ大だいな本……シオンの部屋にある本の中では一番大きい本を書棚から取り出してきて……


　ずっしりとくるその手て応ごたえに、シオンは思わず、震ふるえた。


「さ、さすがに、この重さはまずいか？　下へ手たをすれば、俺はここで、人を殺してしまうかもしれない……だが、止まるわけにはいかない。止まるわけにはいかないんだ」


　なんて言いながら、ぶるぶると震える両りよう腕うでで、それをおもいっきり持ち上げたところで……


　ライナが薄うすく片方の目だけを開ける。眠ねむそうな目でこちらを見る。それからすぐに両目が開く。そして驚きよう愕がくに震えて、


「あ、あほかおまえっ!?　そ、そんなもん投げたら……ってだから投げんなぁあああああああああああああ!!」


　と叫さけびながら、必死にベッドから飛び退のいた。


　その動きは機き敏びんで、いまの鈍なまっているシオン……どころかおそらく、かつて、王立軍事特とく殊しゆ学院において、天才と呼ばれていた自分でさえ、まるで太た刀ち打うちできないだろう。


　まるで次元が違ちがうのだ。


　もし彼を敵てきに回せば、厄やつ介かいな相手だろうが……


「お、おまえ俺を殺す気か!?」


　と叫んでくるライナに、シオンは微ほほ笑えんで、


「あ、おはよ」


「おはよじゃねぇえええええええええええええええ！　危あやうくまじで殺されかけるところじゃねぇかよ!!」


　ライナは怒ど鳴なってくる。


　それにシオンは肩かたをすくめて言った。


「いや、だっておまえも俺を殺そうとしたろ？　ほら、扉とびらのところに本、仕掛けてたし」


　その言葉に、ライナはベッドに転がっている普ふ通つうサイズの辞じ書しよを手に取り、ちょっと暗い表情で、


「…………次はこの辞書の中身くり貫ぬいて、蛇へびとかいれてやろ……あと蛙かえるとか……」


　と、なぜかあくまで扉の上のトラップにこだわるらしい。


　まあ、それはともかく。


　シオンは一度部屋を見まわしてから、


「で、いつ戻もどった？」


　聞いた。


　するとライナは、さっきとは別人のような、だが、シオンがよく知っている、気けだるい動きで再びベッドに腰こしかけて、


「今け朝さ」


「それで？」


「んぁ？　それでって？　それで、疲つかれてたから寝ねた。終わり」


　そして再び横になろうとするライナに、シオンはあきれ顔で、


「おまえなぁ……勇ゆう者しやの遺い物ぶつを探さがしにいって数か月。やっと帰ってきたかと思えば、疲れてたから寝た、はないだろう？　もっとこう、報ほう告こくとかないのか？　他国の情じよう報ほうやら、遺物の情報やら、あとは、例のおまえらが戦ったっていう、ガスタークの奴やつらの話とか……いやそもそも、このあいだまでイエット共和国にいたはずのおまえが、どうしてここにいるかの報告も必要だろう？」


　その言葉に、


「ああ、なるほど」


　素す直なおにうなずいて、ライナは思し案あんげに腕うでを組む。


　そのまま数秒しばらく悩なやみ、そして、やっと考えがまとまったのか、手をぽんっと打って、


「そういや俺ってば、最近すっごい真理を発見したんだよ！」


「真理？」


「ああ。っていうのも、俺ってばある日さ、海で遭そう難なんして、気を失ってさ……で、次に目を覚ましたときには、すごい気持ちのいい砂すな浜はまにいたんだよ」


「ほう。砂浜？」


「そう、砂浜。なんか話によると、そこはエリス家の砂浜なんだけど……」


「ん？　フェリスの？」


「そう。フェリスの。で、その砂浜が、あんまりにも気持ちいいもんだから……昼寝してたんだよ。どれぐらい気持ちいいかっていうとさ、空が青いんだよ。高くてさぁ。音といや、波の音と、海鳥の声だけで……」


　と、説明するライナの顔が、あんまり気持ちよさそうなので、シオンもとりあえずその光景を想そう像ぞうしてみて……


「ああ……それは気持ちよさそうだな」


　想像の中の風景は、本当に気持ちよさそうだった。ライナと一いつ緒しよに砂浜で寝転び、ライナが寝たのを見み計はからって、ヤドカリを彼の顔の上にのせたりしている自分の姿すがたが浮うかんできて……


「楽しそうだ」


　だが、ライナはヤドカリを顔にのせられてるとも知らずに、


「だろぉ？」


　なんて言ってくる。そのまま、


「んでさ、やっぱりそんな気持ちのいい砂浜で横になってたらこう、昼寝するじゃん？」


「うん」


「で、そしたらいろいろ、考えが浮かんでくるわけだよ。俺の人生、このままでいんだろか？　とか、なんで俺ってば、こんななんだろう？　とか。こんなに海が広いのに、俺ってばなんでこんなに毎日、忙いそがしくしてるんだろうとか……」


「ああ、わかるわかる」


　思わず納なつ得とくして、シオンはうなずく。


　ライナは続けた。


「んでな、どうして忙しいのか？　その元げん凶きようはいったい、なんなんだろう？　とか、考えたり、寝たり、考えたりしたわけだ」


「ふむふむ」


　さらにシオンはうなずく。


「で、俺はついに気づくわけだ！　あいつだ！　あいつのせいだ！　すべてはあの極ごく悪あく非ひ道どうローランド帝てい国こく王おう、シオン・アスタールのせいだ！　ってさ」


「なるほどねぇ」


　もう、これ以上ないというほど、うなずく。


　そしてそのまま、シオンはライナを見つめて、


「それで、俺を殺そうと？」


「うん」


「辞じ書しよで？」


「辞書で」


「それがおまえがここ数か月もかかって見つけてきた真理？」


「まじすげぇだろこれ？」


　と、自信満々に言ってくるライナ。


　その姿に、シオンは軽く額ひたいを押おさえた。


　そして、


「………………ああ、すごいな。本当にすごい……」


　思わず、笑い声が漏もれてしまう。


　そのときの彼の顔は、部下たちには絶ぜつ対たいに見せない顔で。


　貴き族ぞくたちには見せない。


　国民にも……


　いや、フィオルにさえも見せなかった……


　まるでまだ、不ふ可か能のうなんてないと思っているころの、夢ゆめ見る少年のような笑え顔がお……


　だが、その笑顔はすぐに消える。そしてまるで貫つらぬくような鋭するどい瞳ひとみでライナを見み据すえると、


「しかしライナ、おまえも早まったことをしたな。仮かりにも俺は一国の王だぞ？　それも巷ちまたで噂うわさの英えい雄ゆう王おう……それを暗殺しようとするのが、どれほどの重じゆう罪ざいか……」


「うわ、出た。出ちゃった。いまおまえ、自分で自分を英雄王とか言っちゃった？　うわあ恥はずかし。昔っから思ってたけど、おまえのその自信はいったいどっから出てきちゃうのかね？」


　それにシオンは、しかし、真しん剣けんな表情のまま大きく胸むねを張はって、


「まあ、あれだな。俺は王になるべくして生まれてきた男だからな」


「いやだから、恥ずかしくないのか？」


「真実だから仕方ないだろ？　こう、輝かがやきが違ちがうしな。なんていうか、純じゆん粋すいな心から生まれる、聖せい人じん君くん子しな輝きが……」


「だあああああっだめだ、これ以上はだめだ。なんか聞いてるほうが恥ずかしくなってきた。と、とりあえず殺す。そして俺がこの国に平和をもたらしてやる」


　だが、シオンはやめない。にやにやと笑いながら、


「いやいやもっと聞いてくれって。こう、もう、恥ずかしくて逃にげ出すくらいのを耳元で聞かせてやるから！」


　と、ベッドで寝ているライナに襲おそいかかっって……


「うわ、ちょ、やめ……た、助けて～犯おかされる～」


　なんて言いながら、ライナはあっさり襲いかかるシオンの腕をつかんでしまう。


　そのままベッドの上に勢いきおいよく放り投げようとしてきて、


「お？　負けないぞ。逆ぎやくに投げてや……うわっ!?」


　が、どこをどうされたのか、シオンの体は宙ちゆうを舞まって、そのままベッドの真ん中にひっくり返されてしまった。


　一いつ瞬しゆんにして視し界かいに天てん井じようが現あらわれ……


「…………」


　しばらく呆ぼう然ぜんとその、空くう虚きよな、白い天井を見つめてから……


　横を見て、


「で、俺を犯すのか？　さすが噂の色しき情じよう狂きよう」


　なんて言葉に……


　ライナは、シオンの顔をやはり眠ねむそうな半はん眼がんで見つめてからため息をついて、再ふたたびベッドに座すわった。


　そして。


「シオン」


「ん？」


「……おまえ、疲つかれてんなぁ……」


「そうかな？」


「ああ。疲れてるよ」


　その言葉に、シオンは再び天井を見つめる。


　白い、本当になにもない天井。


　ベッドの柔やわらかい感かん触しよくが気持ちよくて、一瞬、意い識しきを失いそうになる。


　そういえば、前にこのベッドに横になったのはいつだったか？


　と、思いを巡めぐらせてみて、しかし、いまいち思い当たらない。考えてみれば、最近ではよく、執しつ務む室しつの机つくえの上で仮か眠みんをとることが多くて、あまりベッドは使ってなかった。


　だが、疲れている理由は、それじゃないだろう。何日も寝ねずに仕事をしたことなど、いくらでもある。


　本当の理由は……


　シオンは、小さな声で言った。


「……ああ、そうかも……確たしかに、疲れてるかもな。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだ」


「へ？　なんで？」


「いま、ベッドに横になったから」


「はぁ？　こんなんで復ふつ活かつ？　俺だったら一日五十時間は寝るけどな」


「一日、五十時間？　それは、すごい技ぎ術じゆつだなぁ……」


　するとライナは得意げに、


「マスターだからな」


「おお、マスター。なんかかっこいいな。俺もなれるかな？」


　だが、それにはあっさり、


「おまえは無理」


「……だろうな。でも、もうちょっと夢ゆめ見させてくれよ」


「じゃ、とりあえず一度、全部仕事やめてみ」


「……いやそれは……」


「じゃあ無理」


　あっさりだった。


　シオンは苦く笑しようしてから、


「なんか、ちょっとショックだなぁ」


　なんて言いながら、そのまま、また、少し天井を見上げてみる。


　するとそれにライナもなぜか上を見上げてきて、


「なんか、あんのか？」


「天井」


「ああ、天井ね。ふむふむ。やっぱおまえ、疲れてるよ」


　が、それに……


「よし、復活」


　一気にシオンは起き上がった。


　そのまま乱れた銀ぎん髪ぱつを整ととのえ、大きく息を吸すう、吐はく。


　そして、横に座ってるライナへ向かって、


「さてと、じゃ、そろそろ仕事の話をしようか」


「はぁ？　お、おまえ……化ばけ物ものだろ……ってああ、なんかまじで疲れとれてるし……」


　と、シオンの顔を見てライナは顔をしかめる。


　その顔に、シオンは笑って言った。


「すごいだろ？　いつもこんな早く復帰するわけじゃないんだが……きっとライナの添そい寝ね効こう果かだな」


「うっわ、なんかすっごい嫌いやな効果だなぁ……」


　ライナはさっきよりもさらに顔をしかめて言う。


　それにシオンも、


「だなぁ。自分で言って、後こう悔かいしたよ」


　笑った。


　しかし。


　それは事実だった。


　ライナのおかげで、だいぶ救すくわれた。


　そう思った。


　ここのところ、少し思いつめ過すぎていたかもしれない。


　だが、きっともう大丈夫だ。


　また、かつての自分を思い出せた。


　世界は狂くるっていても、思いつめる必要はない。


　きっと道はあるのだから。


　そしてそれを信じることができる自分を、まだ、思い出せるのだから……


　ライナの前で、シオンは心の底から笑う。


　そしてそんな、元気を少し取り戻もどした彼を、ライナが嫌そうな顔で見てきて……


　シオンはますます元気になってくる。意地悪な目でライナを見つめ、


「で、仕事の話なんだけど……」


「いや、だから俺おれは、ここんとこ労働し過ぎで死にそうだからやめてって言いにきたのに……」


　が、そんなのは完全に無む視しで、シオンは続ける。


「そうだよな。せっかくローランドにライナが帰ってきてくれたんだから、そりゃもう、仕事はいっぱいあるよ」


「いや、あるよ、じゃなくて……」


「ところでフェリスは？　おまえがここにいるってことは、フェリスも当然、帰ってきてるんだろ？」


「おまえ……だから話聞けよ……」


　と、ライナはげんなりと言う。それから、


「フェリスの奴やつは、あれだよ。なんか、いつものノリで、『私はおまえと違ちがって暇ひま人じんではないからな。少し、いくところがある。おまえは先にシオンの部屋で暗殺の準じゆん備びでもしていろ。私もあとからいく』なぁんて言ってたのに、まったくこなくて……おまけにおまえもこないから……」


　その言葉にシオンはうなずいてから、継ついだ。


「で、待ってるうちに眠ねむくなって、寝ねたと？」


「いや、ついてすぐ寝た」


「ああ……なるほど。じゃあ、フェリスはだんごかな？」


　それにライナは、またも顔をしかめて、


「あ、なにそれなにそれ？　フェリス＝だんご。ライナ＝昼寝とか、そういう簡かん単たんな図式がおまえの中でいまできてるだろ？」


「ん？　違うのか？」


　そう聞くと、ライナは一いつ瞬しゆん考え込こんでから、納なつ得とくしたのか。


「……いや、だんごだな」


「じゃ、次いっていいか？」


「うん。なんかすっごい嫌だけど、いいよ」


　と、話がまとまったところで、シオンはうなずいて続ける。


「で、まあ、帰ってきたばっかりなのにこんな仕事を押おしつけるのは忍しのびないんだが……」


　するとそれにすぐさま、


「じゃあ押しつけんなよ」


　が、やはり無む視し。


「ライナとフェリスには、俺と一いつ緒しよにエスタブールにいってもらう」


「ええええええ!?　帰ってきたばっかなのに？　鬼おにかおまえ。めんどくさいからやだ」


「うん。それでいまのローランドのおかれている状じよう況きようを説明すると……」


「いや、いまの『うん』ってなに？　俺いかないって言ってんのに、なんで説明始めんの!?」


　が、それも無視。


「とにかく護ご衛えいが必要なんだよ。ローランドの外は物ぶつ騒そうだからな。でも、おまえたちが帰ってきてくれたから、もう安心だ。おまえよく言ってたもんな。『俺、陛へい下かのためなら、命すら惜おしくありません！』ってさ」


「誰だれ!?　いま誰の話してるの!?」


「いまがそのときさっ！」


「おま……」


「もちろん、言うことがきけないなら俺はこの王という権けん力りよくを限げん界かいまで駆く使ししておまえの嫌いやがることをするつもりだ!!」


　なんて、言い切る。それに、


「……………………いま、いまおまえ、すごいことさらっと言ったよな……？」


　と、どこかもう、恐きよう怖ふに震ふるえるような声でライナは言って……


　それにもう、シオンはいま、最近では珍めずらしいほど元気だった。


　それに比ひ例れいするようにして、


「……………………ああ……」


　ライナの元気はどんどん損そこなわれていくが……


　それにシオンは笑って、


「まあ、今日明日すぐに出しゆつ立たつするってわけじゃないから、少しは休んでいいよ」


「……………………あああ……」


「あ、ほら、おまえがイリスに連れてよこしたアルアって子たちも、いまはエリス家の敷しき地ち内にいて、イリスと仲なか良よくしてるみたいだし。会ってきたらどうだ？」


　それにやっと、ライナは少し、反はん応のうした。


「…………エリス家？　って、フェリスの実家だよな？　アルアそこにいんの？　んじゃ、ちょっと会いにいってこようかな」


「いや、まあ俺おれの仕事を手て伝つだってくれても……」


　が、ライナはすぐに立ち上がって、


「あ！　そ、そうそう！　そういや俺ってばアルアに用があるんだった！　そ、そういうわけでシオン、またな」


　言って、もう、完全に元気を失ってよろよろと去っていく。


　その後ろ姿を見送ってからシオンもベッドから立ち上がり……


「さて、もう一仕事……」


　そう言いかけて……


　しかし、そこで言葉を止める。


　それから床ゆかに落ちている、異い様ようなほど巨きよ大だいな本を見て……


「ああ、ライナ～、ちょっといく前に、これ持ち上げるのだけ手伝って」


　声を上げた。





　　　　◆





　その、少し前のこと。


　場所はエスタブール領りよう内ないの、軍部の施し設せつ……


　といっても、すでにエスタブールの軍は解かい体たいされて、主力の兵たちは反はん乱らんを起こしたりできないように国中に散ちり散ぢりにされているのだが……


　とにかくそこは、エスタブールの軍の施設で。


　ローランド軍の施設の場合は、大たい概がい黒を基き調ちようとした建たて物ものが多いのだが、エスタブールの施設にはそれなりの装そう飾しよくが施ほどこされていた。ある場所には文字のような模も様ようがあったり、ある場所には正方形の紋もん様ようがいくつも組み合わされていたりで。


　なんでもその模様は、見たものの脳のうに勝手に作用して、従じゆう属ぞくと、そして昂こう揚ようの感かん情じようを呼よび起こすらしいのだが……


　その、軍の中央本部の中にある、広間の壁かべに描えがかれている模様を眺ながめて、


「…………これで従属と、昂揚……するか？」


　その男は、首をかしげた。


　燃もえるような赤い髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。


　鋼はがねのように引き締しまっている体たい軀くには、ローランドの軍服。


　とにかく、すべてが鋭い印いん象しようの男だった。


　いまでこそ彼は、ローランド帝てい国こく軍元げん帥すいの座ざについているが……


　エスタブールでは、それよりもこういう名のほうが有名だろう。


　紅こう指しのクラウ・クロム。


　それは、ここらではほとんど、悪あく魔まと同どう義ぎ語ごと言ってもいい名前だった。


　数あま多たの戦場で、その手を敵てきの血で真まっ赤かに染そめた悪魔……


　そのクラウはいま、シオンの命令で、一軍を連れてエスタブールの領内へと入っていた。


　任務は、エスタブールの軍を再さい編へん制せいし、さらに有ゆう望ぼうな人材を見つけたら、それをローランドの軍の中へ取り立てる。


　本当に有ゆう能のうならば、元帥の座すら与えてもいいというシオンの言葉を受けて、いま、エスタブールでも有能だと言われていた人材の面めん接せつを行っているのだが……


「いやしかし、なかなか元帥任まかせられるほどいい奴やつは、いねぁなぁ……」


　クラウは肩かたをすくめてから、後ろを振ふり返って、言った。


　するとそこには、一人の女が立っている。


　ローランド帝国内ではあまり見かけることのない、紺こん青じようの長い髪を持った、美女。


　たおやかな美び貌ぼうに、しかし、まだ、たった十七歳さいという年ねん齢れいを感じさせない、一本筋すじの通った聡そう明めいな眼まな差ざし。


　元エスタブールの姫ひめ、ノア・エンだった。


　民みん衆しゆうを人ひと質じちにとり、暴ぼう走そうするエスタブールの貴き族ぞくたちの行いに心を痛いため、たった一人でそれに立ち向かって反乱を鎮しずめ、降こう伏ふくすることによって、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑おさえることに成功した救きゆう国こくの英えい雄ゆうとして、ローランドの貴族に迎むかえられた才女……


　表向きには、そういう経けい歴れきだが……


　実じつ情じようは、違ちがう。フロワードの策さく略りやくによって罠わなにはまったエスタブールの民たみを守るために……批ひ難なんを浴あびることを承しよう知ちの上で、ローランドの貴族になったのだ。


　そしてやはり、批ひ難なんの声は現あらわれた。


　裏うら切ぎり者ものだと。自分の命と立場かわいさに、ローランドに寝ね返がえった裏切り者だと、そういう声も現れたが……


　ノアを見て、クラウは言う。


「しかし、やっぱりその紺青の髪ってのは、あれだったんだな。特とく殊しゆだったんだな」


　その言葉にノアは驚おどろいた表情で、


「え？　特殊、ですか？　エスタブールの貴族の女じよ性せいには、そう珍めずらしいものではないと思いますが……このエスタブールについてから、クロム閣かつ下かも何人かに、お会いになったでしょう？」


「へ？　そうか？」


「そうですよ」


　それにクラウは再ふたたび首をかしげてから、


「そうだったかぁ？　いや、でも、おまえほど綺き麗れいな髪の女は見なかったから、覚おぼえてねぇや」


　瞬しゆん間かんだった。


　ノアの顔が、真っ赤に染まって……


　その姿すがたが、やはり綺麗だった。


　それを見て、クラウは思う。


　聡明でいて、これほどの美貌なら、ちょっとくらいの悪あく評ひようなど……


　とそこで、広間の入り口から突とつ如じよ、声が上がる。


「クラウ・クロムがいるのはここかぁ!!」


　なんて声に、クラウはにやりと笑って、


「おう！　ここにいるぞ！」


「俺たちのノア様をたぶらかしてるって噂うわさは、本当かぁ！」


　その叫さけび声に、さらにクラウは笑う。


「本当なら、どうする？」


「ぶっ殺したらぁ!!」


　そう。


　どんな悪評が流れようと、これほどまだ、ノアはエスタブールの者たちに愛されている。


　最初はノアが、エスタブールの軍や貴族で、有能そうな者を紹しよう介かいするということになっていたのだが……


　それと同時に、クラウたちがいる場所に定期的にこういう輩やからが現れるようになって。


　それも、こいつらは本物の馬ば鹿かなのだ。エスタブールの者たちなら、知らぬ者などいない、あの紅指のクラウ・クロムに向かって、


「死ねやおらああああああああああああ！」


　なんて叫んで、一人で立ち向かってくるのだ。


　本当に本物の大馬鹿ばかりで……


　そして、


「はっ。なかなか見所がありそうじゃないか」


　クラウもその大馬鹿の一人だった。


　その後ろでノアはただただ、


「あ、あ、危あぶないです閣下……あなたも、クロム元げん帥すいに挑いどむなんて……ああもう……」


　と、どちらを応おう援えんするわけにもいかずに、おろおろしている間にも、クラウとエスタブールの青年は激げき突とつする。


　やはり紺青、ウェーブがかった髪。まだ二は十た歳ちにもなっていないだろうか？　その青年が、エスタブール特有の魔ま法ほう、空間に光の文字を描えがく形式の魔法を唱となえようとして……


　しかし、クラウはそれに、


「おっせぇえええええええええええ！」


　物もの凄すごい速さで飛び出していって、顔面に蹴けりを……


「ぐわ!?」
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　それで戦せん闘とうは終わり。


　青年は鼻はな血ぢを出して吹ふっ飛んでいき、ノアはそれに、


「ああ、血が……」


　と、やはりうろたえて。


　だが、クラウはそんなのおかまいなしに怒ど鳴なりつける。


「そんなんで俺に勝とうなんざ、百年早えーよ！」


　すると青年は起きあがり、クラウを見つめて、


「つ、つえー。やっぱ紅こう指しのクラウ、つえー」


「いや、まあ、だけど、おまえも結けつ構こうなもんだったぞ」


　瞬間、青年は目を輝かがやかせて、


「ほ、ほんとか!?」


「ああ。名前は？」


「ナムフェン」


「じゃあナムフェン、おまえ、これから少しよう尉いな」


「しょ、少尉!?　どこの？」


「ローランドのに決まってんだろうが」


「う、噓うそ？」


「ほんと」


「お、俺、エスタブールの人間だぞ？」


「だから？　ローランド王の命令なんだよ。実力ある奴やつは、どんどん登用しろってな。実力ありゃ、元帥にしてもいいってさ」


「う、噓!?」


「ほんとだって言ってんだろうがしつこいなてめぇは。ほら、わかったら表でて、係の奴と話せ。そしたら少尉になれっから。あと、他の奴にもこのこと話して、クラウの奴が『いつでも勝負してやらぁ！』って言ってたって言っとけ」


　その言葉に、ナムフェンはこくこくうなずいてから、


「しょ、少尉……すげー。ローランド王、すげー」


　広間を去っていく。


　と、まあ、今き日ようは朝からこんな調子で何人もクラウはぶっ飛ばしていて……


　そんな光景にノアが、理り解かい不ふ能のうと言わんばかりの表ひよう情じようで、


「こ、こんなやり方で、本当にいいんでしょうか……」


「ん？　大だい丈じよう夫ぶだろ？　あいつ、けっこう強かったし」


「つ、強いだけで役やく職しよく決めていいんですか？」


「いんだよ。それにあいつ、ちょっと馬鹿そうだったけど、心意気もありそうだったし……こう、ああいう奴をルークよりも上の階級につけて、軍ぐん曹そうだからって好き勝手に国外を飛びまわって楽しそうなあいつを、馬鹿にしてやるんだ」


　と、クラウはちょっと暗い表情で笑う。


　それにノアが、困こまったように眉まゆをへの字に……


「そんな……あ、でも、いまのお話は、クロム閣下が前々から仰おつしやっていた、ルーク・スタッカート軍曹のことですか？　ローランドの革かく命めいのときの……」


　クラウはうなずいた。


「ああ。その頃ころからの仲間だ。っていうかな、ちょっと聞いてくれよ」


「え？　あ、はい……」


「あいつはな、もう、大だい活かつ躍やくだったんだぞ？　そりゃ、隠おん密みつ行動が多かったから表には出てないが……俺おれなんかよりも遥はるかに功こう績せきを残してんだよ」


「そんな方が、軍曹、ですか？」


「そう！　絶ぜつ対たいおかしいだろ？　俺が元げん帥すいになって、軍を取り纏まとめる、なんてつまんないこと押おし付けられてる間にも、あいつは世界中飛びまわって極ごく秘ひ任にん務むときた。こんな不公平な話があるか？」


　その言葉に。


　一いつ瞬しゆん、ノアは黙だまり込こむ。


　そして、


「…………クロム元帥閣かつ下かは、危き険けんな任務がお好きですものね？」


「ああ、まあ、つまんない書類仕事よりは、性しように合ってるからな」


　するとやっぱりとばかりにノアはうなずいて、


「なら、やはり私は、アスタール様に感かん謝しやをしなければなりません」


「ああ？　なんで？」


　と、クラウが振ふり返ると、彼女は優やさしい微ほほ笑えみを彼へと向けて……しかし、少し恥はずかしそうに顔をうつむけて、


「だって……クラウにはあまり、危険な場所へいって欲ほしくないから……」


　突とつ然ぜんの、そんな言葉に、クラウは、


「な……お、おまえ……」


　再ふたたびその、瞬間だった。


「………………ちっ」


　という、ちょっと通つう常じようでは考えられないほど大きな、そしてひどく皮ひ肉にくげな舌した打うちが広間に響ひびいて……


「あ？」


　クラウは広間の入り口に目を向ける。


　するとそこにいたのは、エスタブールの軍服に身を包んだ、一人の男だった。


　だがクラウには、すぐにその男が、いままでここを訪おとずれた者たちとはまるで違ちがうと、わかった。


　年の頃ころなら、クラウとほぼ同じぐらい、二十代の中ごろくらいだろうか？


　くねくねと編あみ込んだ茶色い髪かみに、やはり茶色の瞳ひとみは、嫌けん悪お感かんたっぷりにクラウをにらみつけている。眉み間けんには皺しわ。口も、皮肉げに歪ゆがんでいる。


　あきらかにクラウを毛け嫌ぎらいしている表ひよう情じよう。


　背も、クラウほどじゃないが高く、背せ筋すじもぴんと伸のびているし、決して顔立ちも悪いわけではない、いや、むしろ好青年と言ってもいいほどの見た目なのに……


　あまりにも忌いま々いましげにクラウをにらみつけ、ぐにゃりと歪んでいるその表情に、クラウの最初の印いん象しようは、最悪だった。


　思わず、


「お、おまえ、そんなに俺のこと、嫌きらいなのか？」


　という言葉に男は、


「………………ちっ!!」


　また舌打ち。


　だが、それにノアが、


「ば、バユーズ大たい佐さ……」


「ん？　ノア、知ってるのか？」


　ノアはうなずいて、


「エスタブールに、バユーズ大佐を知らない者はいません。紅こう指しのクラウ……ほどではありませんが、有名な軍か人たです……」


　すると突とつ然ぜん、


「これは姫ひめ様さま。わたくしなどの名前を覚えていてくださるとは、このバユーズ・ワイト……あまりの感動で、今夜は眠ねむれないことでしょう」


　さっきまでの表情とはまるで別人の、好青年な顔。それこそ、まるで貴き族ぞくのような優ゆう雅がな物もの腰ごしで、胸むねに手をあて、頭を下げる。


　それに思わずクラウは、


「お、おまえ、態たい度どが……」


　が、そこで言葉を遮さえぎって、


「……ちっ」


　また、表情がぐにゃりと歪む。


「…………」


　よっぽど、クラウが嫌いらしい。それにクラウは肩かたをすくめて、


「……あ～……ま、まあ、俺が嫌いなのは別にいいが……で？　おまえはここに……」


　が、またもバユーズはクラウを完全に無む視しで、ノアに向かって、


「なんでも姫様、ここでは士官の登用をしているとか……？」


「お、おまえだから、俺がいましゃべ……」


「………………ちっ」


「ちっじゃねぇえええええええええ！　てめぇ馬ば鹿かにしてんのか？　ちゃんとしゃべりやが……」


　しかしそれに、バユーズは嫌そうにクラウをにらみつけ、


「…………低てい俗ぞくなブタは黙だまってろっ！」


「ぶ、ブタ？　やっとしゃべったかと思や……てめぇ、いい度ど胸きようじゃ……」


　と、クラウの表情も段だん々だん険けん悪あくになってきたところで、ノアがあわてて、


「ま、まあまあまあ、クロム元げん帥すい閣かつ下か……それに、ワイト大佐……あ、いえ、ワイトさん、ここはどうか、穏おん便びんに……」


　それにクラウとバユーズは、


「だがノア！」


「ですが姫君!!」


　同時に叫さけんで、そしてまた、にらみ合う。


　そんな光景に、ノアはもう、今度こそ困こまり果はてた表情で、


「そ、その、とりあえず、バユーズさん……」


　するとそこで、突とつ然ぜんバユーズはその場にひざまずき、


「バユーズと、ただバユーズとお呼よびください。姫君がわたくしに敬けい称しようをおつけになるなど、もったいのうございます」


　それにクラウもうなずいて、


「そうだノア。こんな奴やつに……」


　が、またもすぐさま、


「おまえとは話していないと言ってるだろうがこのウジ虫野や郎ろうが！　それにウジ虫の分ぶん際ざいで、気安げに姫君の名前を呼よび捨すてにするのもやめろ！　汚けがらわしい！」


「う、ウジ虫って……上等だてめぇ、喧けん嘩かか？　喧嘩売ってんのか？　やってやろうじゃねぇか!!　ノア、下がってろ。こいつぶっ飛ばしてやる」


「え？　あ、あのあのあの……」


「ほう。ウジ虫君に、人間様の相手ができるのかねぇ？　まあいいだろう。やってあげましょう。あ、姫様は、少し害虫の駆く除じよをいたしますので、あらぬお怪け我がをなさらぬよう、少しこの場をお離はなれください」


「ええ!?　あ、あのあのあのあの……」


　が、ノアがうろたえても、もう二人は止まらない。


　クラウが一歩前に踏ふみ出す。そして、袖そでをまくりあげ、腕うでをあらわにする。するとその腕には、いくつもの魔ま方ほう陣じんの刺いれ青ずみが描えがかれており……


　これが、クラウが紅指のクラウと呼ばれている所ゆ以えんだった。


　この腕に彫ほり込まれた刺青が輝かがやくとき……クラウの周囲は、血の海と化す。


　それは有名な話だった。
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　クラウは真しん剣けんな表情でバユーズをにらみつけ、


「さ、始めるか？　おまえは結けつ構こう有名な奴だったんだろ。少しは、楽しませてくれ」


　そう言うと、構かまえる。


　しかしバユーズはといえば、棒ぼう立だちのまま、まるで構えようとせずに、


「まあ、そう急せかすな、クラウ」


「っていきなり名前呼び捨てかよ」


「ん？　ウジ虫元げん帥すい閣下殿どのと、呼ばれたいか？」


「……………………いや、もうなんでもいいからぶっ飛ばさせてくれ……」


　と、さらに構えを深く、深くするクラウに、しかし、さらにバユーズはそれを手で制せいして、


「だから待てと言っている、この馬鹿」


「…………こ、こいつは……」


　が、クラウの言葉など、やはり完全に無視だった。落ちついた表ひよう情じようで淡たん々たんと続けてくる。


「まず俺おれがここにきた理由を簡かん単たんに説明させてもらう。正直に言えば、俺は元帥になりにきた」


　それに、クラウは構えを少し緩ゆるめ、目を細めた。


「ほう？　元帥に？」


「ああ。優ゆう秀しゆうならば、元帥に登用する可か能のう性せいも、あるんだろう？」


「優秀ならな。で？　おまえが優秀だとでも言うのか？」


　すると当然だとばかりにバユーズはうなずいて、


「見ればわかるだろう？　おまえの目は、虫に食われてしまって、節ふし穴あななのか？」


「………………あああああああ、まじで本気で殺したくなってきた……」


　それも、一目見ただけで、この男がただものじゃないことがクラウにはわかってしまっただけに、余よ計けい腹はらが立った。


　気配、足の動き、目線の動き……


　すべてが合ごう格かく点てんだ。あとはこの性せい格かくさえなけりゃ、やっと見み所どころのある奴に会えたと、嬉き々きとして会話できるのに……


　だが、バユーズは続ける。


「さらに、すでに俺は、かなりの数のエスタブールの兵を取り纏まとめている。まあ、黙っていても集まってしまうんだな。俺には人望がある」


「………………へぇ」


「もう、革かく命めいを起こすことができるほどだ。だが、俺はそれを望のぞまない。俺が……いえ、わたくしが望むのは、姫ひめ君ぎみをお守りすることだけでございます」


　とまた、まるで別人のような表情でノアへと頭を下げて……


　クラウはそれに、


「ちなみにおまえ……普ふ段だん、おまえのところに集まってきている他のエスタブールの兵に、いまのノアへの態たい度どと、俺への態度、どっちで接せつしてるんだ？」


　その問いに、バユーズはあっさり言った。


「馬ば鹿かなことを聞くな。こんなクソみたいな態度、おまえ以外に取る必要がないだろうが！　ほら、もっと姫君から離れろ！　おまえの臭くさい匂においが姫君に移うつる！」


「ああ、そう……」


　と……


　つまりはそういうことらしい。


　まあ、ノアはこの国では、神がかっているといってもいいほど人気があるのだから、こういう輩やからが現あらわれてもおかしくはないと思うが……


「それで、おまえには人望があるから、元帥にしろと？」


　だがバユーズはさらに、おまえは馬鹿かと言わんばかりの表情で言ってくる。


「なぜ、俺がおまえに審しん査さされる必要がある？　俺がおまえを審査しにきたんだ。ローランドの元帥が、いったい、どれほどのものか？」


「で、手合わせをしようと？」


　と、再ふたたびクラウは構えるが、バユーズは首を振ふり、


「いや、見ただけでわかる。正々堂々と戦えば、俺はおまえには勝てない。だが、魔ま法ほうや武ぶ器きを使わない、純じゆん粋すいな体たい術じゆつでの戦せん闘とうということでいえば……」


「ほう。体術なら俺に勝てるって？」


　バユーズはうなずいて、


「今き日ようは、それを見せにきた」


「ふぅん。じゃあ、やるか？」


「ああ」


「いくぞ？」


「こい」


　そして、戦闘は始まった。


　クラウが弾はじけるようにその場を飛び出す。


　だが、それにバユーズはしっかり反はん応のうした。さすが、自信満々に言うだけのことはある。バユーズは大きく後ろに飛び、クラウが詰つめた距きよ離りを、元に戻もどす。


　そして背中へと手を回すと、ナイフを取り出し、それを一気に投げつけてきて……


「って、武器使わねぇんじゃねぇええのかあああああああああああ！」


　クラウは思わず叫さけんでいた。叫びながら、凄すさまじい勢いきおいで飛んでくるナイフを、すんでのところで弾き飛ばす。


　しかしさらにバユーズの攻こう撃げきの手は止まらない。彼はとんでもない速さで光の文字を空間に描えがき始めていて……


　圧あつ倒とう的な速さ。


　さっきナムフェンが描こうとした魔法とは、まるで速さも、練れん度ども違ちがう。おそらく、魔法での戦闘技ぎ術じゆつは、クラウとほぼ同等だろう。


　先に唱となえ始められてしまっては、それを防ふせぐ手しゆ段だんはもう……


　だが、クラウはそのまま床に落ちていた、さっきバユーズが投げつけてきたナイフを拾ったところで……


　突とつ然ぜん。


　バユーズがなぜか、魔ま法ほうを中ちゆう断だんして、怒ど鳴なる。


「やめい！　そのナイフを放はなせ、クラウ・クロム！　卑ひ怯きようだぞ！」


「どっちが卑怯だああああああああああ!!」


　クラウはまた、思わず叫んでいた。


　それで戦闘は、あっさり終しゆう了りよう……


　そしてバユーズが言ってくる。相変わらず平然とした表ひよう情じようで、


「と、いうわけで、合い打ちだな」


「ど、どこが？　おまえ、体術だけで戦うって言ってただろうが………………って言うとどうせ、戦場では言葉も武器。それに騙だまされるほうが悪いとか言い出す気だろ？」


「う……」


　と、バユーズは言葉に詰まる。どうも図ず星ぼしだったらしい。


　それにクラウはため息をついて、ナイフをそのままバユーズに放り返して、


「だが、おまえの言ってることは、正しいよ。詭き道どうは戦闘の基き本ほんだからな。見りゃわかる。おまえは強い。にもかかわらず、俺のほうが強いと踏ふんで、策さく略りやくを張はり巡めぐらせてくる。悪くねぇよ。認みとめてやる」


「そうか。やっとおまえもわかったか。まあ、だからといって俺はおまえを認めないわけだが……」


「だぁからなんで俺がおまえに認められなきゃ……」


　しかしそれに、一いつ瞬しゆんバユーズの表情が、変わる。


　さっきまでとは違う、真しん剣けんな表情で、


「言っただろう？　俺の下もとには、相当数のエスタブールの兵が集まっている。そして俺は、その代表だ。クラウ・クロム。おまえはここに、なにをしにきた。エスタブールの兵の、再さい編へん制せいか？　なら、どうする必要がある？」


　その言葉に。


　クラウは笑えみを浮うかべ、バユーズを見つめた。


「……俺に、どうして欲ほしい？」


　そう、聞いたときだった。


　広間の入り口から突然、


「ば、バユーズ大佐！　また、またあいつが……」


　息せき切らせて、やはりバユーズと同じ、エスタブールの軍服を着た若い青年が駆かけ込んでくる。階級章からすると、将しよう校こうだろう。


「あいつが……また、あいつが……」


　かなり混こん乱らんしているようだった。


　それにバユーズは、ゆっくりと振ふり返り、


「……落ちつけ、プゾル」


　低く、落ちついた声こわ音ねでそう言い、鋭するどい瞳ひとみで若わかい将校をにらみすえる。


　するとそれだけで、プゾルと呼よばれた将校は震ふるえ上がるように言葉を止めて……


　それを見て、クラウは思い出した。


　エスタブールの壁かべに描かれている、文字や模も様ようの意味。


　従じゆう属ぞくと、昂こう揚よう。


　プゾルがバユーズを見る目は、まさにそれだった。従属と、そして、憧あこがれによる、昂揚。


　とんだ食わせ者だ。こちらが、バユーズの本当の姿すがたなのだろう。


　兵がついてくるわけだ。


　バユーズはやはり、冷静な声音で言う。


「……それで、彼が、出たんだな？　で、今度は何人死んだ？」


　するとまた、プゾルは少し、混乱したような、恐きよう怖ふに震えた表情で、


「そ、それが……東の、ベルトの村は、ほぼ全ぜん滅めつで……」


　そんな会話に、クラウは目を細める。


　話の流れからすると、盗とう賊ぞくかなにかが出て、村を襲おそった……


　そんな話だろうか？


　それを元エスタブールの将校が報ほう告こくにくるということは、バユーズが集めたというエスタブールの兵は、エスタブールの治ち安あん維い持じを主おもに、活動していたとみていい。


　だが、それはあまりうまくない話だった。


　本来なら、エスタブールをとり込こんだローランドが、エスタブールの治安を守る必要があるのに……バユーズの軍がそれをしていたとなると、彼の下に集まっている兵の数は、相当なものだろう。


　あながち、革かく命めいが起こせるほどの人数が集まっているというのも、噓うそじゃないかもしれない。


　だが、バユーズはそれを起こさずに、クラウのところにきた。それは、無む駄だな血を流したくないということだ。


　このまま平和が続くのなら、ローランドにとり込まれてもいいと……


　しかし、ただでとり込まれるわけにはいかない。


　こちらの軍をきちんと整えてそちらに引き渡わたすかわりに、そちらも誠せい意いを見せてもらおうか？


　バユーズの言ってきているのは、そんなところだろうか？


　もちろん、貴き族ぞくたちがよく使う、形だけの『誠意』じゃない。本当の、誠意。


　ローランドが、エスタブールの誇ほこりと、そして平和を守ってくれるという確かく証しようを、彼らはクラウに求めてきている。


　責せき任にんは、重大だった。


　だが、さて、その誠意をどう証明しよう？


　クラウはバユーズに、言った。


「村が壊かい滅めつ……となると、かなりの規き模ぼの野や盗とうだな。いいよ。俺おれらの誠やり意かたを見せてやる。俺がつれてきてる軍ぐん勢ぜいで、とりあえずはその野盗狩がりから、始めようか」


　しかしそれに、バユーズはこちらをにらみつけて、


「おまえが彼を……？」


　そして、鼻で笑って、


「無理だな。おまえが彼を倒たおすことができるなら、俺たちは、一生おまえについていくよ」


　そんなことを言ってくる。


　それに、クラウは怪け訝げんな表ひよう情じようになった。


「……ああん？　ずいぶんと大きく出たな。たかが野盗を相手に、倒せたら一生ついてくる……？　いや、だいたい、『彼』ってのは、なんなんだ？　その野盗のリーダーかなにかと、おまえ、知り合いなのか？　ってことは、元エスタブール軍からはぐれた……」


　しかし、その言葉を遮さえぎって、バユーズは、言う。プゾルに向かって、


「本当に彼なのか？　例の……」


　するとプゾルはすぐさまうなずいて、言った。


「間ま違ちがい、ありません。村の人間は、全員、喰くい殺されていて……」


　なんて言葉に、


「ああ!?」


　クラウは思わず、声を上げた。


　しかし、プゾルの報告は続く。


「そして、見た者がいます。あの……あの、漆しつ黒こくの髪かみ……黒い服……そして……そして……」


　プゾルは突とつ然ぜん、震え始める。


　それはまるで、なにか得え体たいの知れない化ばけ物ものかなにかに怯おびえているようで……


「そして彼の瞳ひとみには……彼の、黒い瞳の中には、呪のろわれた朱しゆの模も様ようが入っていたと……」


　その言葉で、クラウもやっと、気づいた。


　彼らがいったい、なにに怯えているのか。


　彼らがいったい、なにと戦っているのか。


　呪われた、朱の瞳の紋もん様よう。


　それは、誰だれもが忌いみ嫌きらう、厄やく災さいをもたらす者の証あかし。


　それは、誰もが忌み嫌う、不幸を呼よび寄よせる者の証。


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しやの証。


　それも、ただの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者じゃない。ただの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者なら、簡かん単たんではないが、軍が動いて、始末できないことはないのだ。


　クラウも一部隊を率ひきい、暴ぼう走そうした『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者を殺したことはある。


　だが、バユーズたちのこの怯え方……


　それに、クラウは思い出した。


　それは、ずっとずっと昔の話。


　まだクラウが、ローランドの軍に入ったばかりの、ずっとずっと昔の話。


　クラウが見た『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者は、ただの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者じゃなかった。


　いまでも忘わすれない。あの、瞳の中央に輝かがやく、忌まわしい朱の模様……


　そして奴やつは、狂くるったように笑うのだ。


　まるで人を、すべてを馬ば鹿かにするように笑うのだ。


　それに遭そう遇ぐうしたとき、クラウの部隊は一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつしてしまった。


　クラウも死にかけた。


　それでも地べたを這はいずり、必死に逃にげる。


　仲間たちの血の海の中を、泣きながら、必死で逃げる。


　奴が笑う。


　奴が笑う。


　クラウを殺そうとは、しない。


　ただ笑うだけ。


　ただ笑い続けるだけで。


　クラウは泣きながら、必死で逃げる。


　それに奴は、笑いながら言った。


『ああ……君のか細い腕うでは……なんて美う味まそうなんだろう？』


　そして。


　クラウは右腕を失った。いや、正せい確かくには右腕の関節から先の、半分を、喰い千ち切ぎられた。


　腱けんを持っていかれて、腕は動かなくなった。もう二度と、動かなくなった。だが、そんなことはどうでもいい。


　ただ、クラウは泣き叫さけぶだけ。


　痛いたみと、恐きよう怖ふに。


　そして奴は、嬉うれしそうに笑う。


　それは、遠い遠い記き憶おくだった。


　だが、クラウは腕を……


　喰い千切られたところを中心に描えがかれた、右腕の刺いれ青ずみを、なでる。


　バユーズが言った。


「状じよう況きようは最悪だ。ただの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者じゃない。すでに、覚かく醒せいしている。おまえに、彼が倒たおせるのか？」


　それにクラウは引きつった笑えみを浮うかべて、


「………………あの、狂った化物が相手かよ……」


　小さくそう、呟つぶやいた。


















　　第三章　手を伸のばせばすぐに届とどくと思っていた










　ライナは、言葉を失うしなっていた。


　目の前の、門。


　フェリスの実家……


　その、エリス家の門の、あまりの巨きよ大だいさに。


　それを見上げて、


「……あ～、いや、まあ貴き族ぞくの家なんだから、そりゃでかいだろうけど……これ見るとなんか、実感すんな。あいつがすげぇ金持ちだって……」


　なんて軽く言いながらも、しかし、ライナはその門が放つ雰ふん囲い気きに、いまいち落ちつかないものを感じていた。


　いや、別にどこか変わったところがあるわけではないのだ。ただ、巨大なだけの、鉄と木で組み合わされた、無む味み乾かん燥そうな、門。


　むしろそれは、他の貴族の住まいと比くらべれば質しつ素そなくらいだ。


　なのに、そこから放たれている雰囲気は……


「まるで……お化ばけ屋や敷しきだな……」


　ここにくる途と中ちゆう、通り掛がかりの人にエリス家の所在地を聞きがてら、エリス家の伝説とやらも聞かされたので、そう感じられるのかもしれないが……


　エリス家。


　代々ローランド帝てい国こく王おうの護ご衛えいを任まかされてきた、名家。


　決して表おもて舞ぶ台たいには現あらわれない、神しん秘ぴ的てきな一族。


　はっきり言ってフェリスに出会うまでは、ライナもその名を、あまり知らなかった。


　だが一部の貴族たちの間では、有名らしい。


　彼らが、最強だと。


　その言葉に、フェリスのことを思い出して、ライナは苦笑する。


「そりゃ、ね……」


　彼女のあの強さを見せられれば、誰だれもがそう言うだろう。なにせ、このローランド帝国、最高の魔ま術じゆつ師しと呼よばれたライナでさえ、魔法をまったく使わない彼女に圧あつ倒とうされるのだ。


　魔法の力で加速したライナの動きを、生なま身みのまま、超こえてくるのだ。


　はっきり言って、あの強さは常じよう軌きを逸いつしている。


　どうやってあれほどの力を身につけるのか……？


　誰にも理り解かいできないだろう。


　だからこそ、この一族は伝説と化した。


　最強の一族だと。


　他の追つい随ずいを許ゆるさない、最強の一族だと。


　だがそれにライナは……


「馬ば鹿からしい……」


　悲しい瞳ひとみで、吐はき捨すてるように言った。


　フェリスがどうやってあの強さを身につけたのか、それが、容よう易いに彼には想そう像ぞうできたから。


　ライナは、あの強さを身につける方法を、知っている。


　簡かん単たんなことだ。


　捨てるのだ。無む駄だなもの、一いつ切さいを。


　強くなるために必要なもの以外はすべて、捨てるのだ。


　ただ。強くなるためだけに、すべてを捨てていくのだ。


　喜びを。


　悲しみを。


　怒いかりを。


　痛いたみを。


「………………」


　夢ゆめを。


　将しよう来らいを。


　希き望ぼうを。


　そしてこう呼ばれる。


　最強だと。


　そう、呼ばれるかわりに、すべてを失う。


　ここはおそらく、そういう場所だろう。だからこそライナは、その質素な門を見て、


「…………あー？　んで、これってどっから入るんだ？　ってか、この門ノックしたら、はぁいただいま開けまーすってことにゃ、ならねぇだろ？　ああもう、貴族の家なんか訪たずねたことねぇから、全然わかんねぇよ。ってことで、帰りまーす」





　なんて、そのまま帰ろうとしたところで……


　その門は突とつ然ぜん、音も無く開いた。


「あ？」


　それにライナが眉まゆを上げる。


　門の先には、道場のような建たて物ものと、そして、その道場へ続く道が伸のびており、それをはさむように広がっている庭園は、綺き麗れいに整ととのえられていて。


　やはり変わったところは、ない。


　普ふ通つうだ。


　門の中もやはり、貴族の住まいとしてはどこか質しつ素そな印いん象しようがあるが、だからといって別べつ段だん特別にかわったところがあるわけでもない。


　だがそれに、ライナは顔をしかめ、


「いや、門開けてもらっても、俺おれってば今日は帰ろうと……」


　しかし、


「お待ちしておりました、ライナ・リュート様」


　門の中から、声が響ひびいてくる。


　その方向に目を向けると、そこには、背せ筋すじがぴんっと伸のびたスーツ姿すがたの一人の老人が立っていて……


　ライナはそれに、


「……あんたは？」


　すると老人は、かしこまった表ひよう情じようで言った。


「わたくしは、エリス家にお仕つかえしている、執しつ事じでございます」


　その言葉に、ライナはうんざりした顔になる。


「執事……執事ね。んで？　最近じゃその執事とやらも、気け配はいを消して客に近づくのか？　それも、門を開くだいぶ前から気配を消してたろう？　ちょっと悪あく趣しゆ味みだぞ」


　するとその老執事は、頭を下げて、


「これはこれは……大変失礼いたしました。さすがはフェリス様のお知り合い……わたくしの気配に気づかれたのは、エリス家の方たちをのぞけば初めてでございます」


　だが、ライナはそれに興きよう味みなさそうに、


「へぇ。それで？」


「はい。わたしくはエリス家のご案内にまいりました」


「案内？　だから俺は、今日は帰るって言ってんだろ？」


「え？　お帰りになる？　ここまできて、でございますか？」


「いやさぁ……きてみたはいいけど、なんか急にめんどくさくなってさ。だいたい、なんか雰ふん囲い気き暗すぎるって。そこの道場とかも、嫌いやぁ～な感じなんだよなぁ……幽ゆう霊れいとか、いるんじゃないの？」


　なんて言い出すライナに、


「いえ、幽霊はおりませんが……しかし、このままお帰しするわけにはまいりません。それではわたくしが、主人にしかられてしまいます」


　だが、


「そんなん俺の知ったことじゃないし」


　あっさりだった。そしてそのままライナは踵きびすを返して……


　しかしそこで、足を止める。そして、


「あ、じいさん、ちょっと質しつ問もんしたいんだけど」


「じ、じい……ああ、はい。なんでございましょうか？」


「いやさ、いま、主人って言ったよな？　それって、フェリスの親？」


　が、執事は首を振ふる。


「現げん在ざいのエリス家のご当主は、ルシル様……フェリス様のお兄にい様さまでございます」


「親は？」


「……残ざん念ねんながら」


　すでに死んでいるらしい。


「な～る」


　それにライナは、納なつ得とくするように、うんうんうなずく。そのままもう一度門を見まわし、門の中の道場を見て……


　それから、執事を見つめた。


　疲つかれたような半はん眼がんで、しかし、じっと執事を見つめて、


「……じゃあそのときに、フェリスは解かい放ほうされたわけか？」


　そう、言った瞬しゆん間かんだった。


　執事の表情が、変わる。いままでまったく変わらなかった、執事の表情が。


　だが、ライナは続ける。


「あんたら、フェリスのことずいぶん痛いためつけたんだろう？　あいつのこと見りゃ、すぐわかる。でもそれでも、フェリスの感情はまだ死んでない。ローランドの軍部でも、訓くん練れんで狂くるった奴やつは何人も見たが……たぶんフェリスは大だい丈じよう夫ぶだ。


　まあ、ちょっとぎりぎりのラインだけどな……


　で？　何歳さいまで続いたんだ？」


　その問いかけに、


「…………」


　執事は答えない。


　それに。


「答えろよ。何歳まで続けたんだ？」


　平へい坦たんな、だが、感情のない声。


　執しつ事じはライナを見つめ、


「それが、お怒いかりの理由でございますか？　ですから、エリス家には入りたくないと？」


　その言葉に……


「…………」


　ライナは肩かたをすくめて、


「…………いんや。めんどくさいから帰るってさっきから言ってんだろ？　あれだよ、ちょっと俺おれってばいま、眠ねむいんだよ。もう、眠過すぎて機き嫌げんも悪いしな……ってなわけで、今き日ようのところは帰るわ。じゃ、フェリスやらイリスやら、アルアたちに、よろしく言っといて」


　と、再ふたたびさっさと踵を返す。


　そのまま少し、歩いたところで……


「十四歳、で、ございます」


　執事が、言った。


　それにライナは足を止める。


　執事はそれに続けて、


「……フェリス様が十四になられた年に、前当主様は、お亡なくなりになられました」


　十四。


　その言葉に……


　ライナは空を見上げ、ため息をつく。


　十四。


「…………長ぇなぁ……」


　感かん情じようのない、声。


　それは、よくある話だった。


　程てい度どの違ちがいこそあれ、この国ではよくある話だった。


　この狂った世界では……


　誰だれもがそう言って、笑う。


　あきらめきった顔で、そう言って笑う。


　だが、フェリスはその、笑い方すら知らない。


　笑う方法すら、知らないのだ。


　それはまるで、よく出来た笑い話のよう。


　だからライナも思わず笑って……


「…………………………はは。ったく……笑うしかねぇな」


　だがその声は、まるで痛みに堪たえるかのような声で。


　それに、執事も、


「そう……そうですね。ですが……あなたや、アスタール様のような方がいま、フェリス様の側にいてくださるという事実が、わたくしの唯ゆい一いつの救すくいです」


「…………」


　その言葉にライナは、あきれた表情で執事のほうを見て、


「……あんたが、救われてもなぁ……」


　その言葉に執事は笑った。


「本当に……では、フェリス様をお救いください。さあ、フェリス様がお待ちです。そしてイリス様も。アルア様やクク様も、離はなれではございますが……ライナ・リュート様のご到とう着ちやくを、いまかいまかと……」


　と、そこまで言ったところで、突然、執事の背はい後ごから声が上がった。


　かわいらしい、女の子の声……


「じ、爺じい危あぶないっ!?　その野や獣じゆう君に近づいちゃだめ！　姉ねえ様が言ってたもん！　その野獣君にね、その野獣君にちょっとでも触ふれられると、妊にん娠しんさせられちゃうんだよっ!!」


　そして、無む駄だにやかましい声……


　門の中。


　少女の姿すがたが現あらわれる。七、八歳さいくらいの少女。


　艶つややかな金きん髪ぱつに、子こ供どもとは思えない、信じられないほどの美び貌ぼう。フリルのたくさん付いたドレス。


　フェリスの妹の、イリス・エリスだった。当然、その見た目はフェリスによく似にていて、しかし、表情だけが、違う。


　常つねに無表情なフェリスとは正反対で、彼女の表か情おは、子供らしくくるくると変わる。


　そんなミニフェリスの姿を見て、ライナは顔をしかめた。


「ああ、ええと、だからめんどくさいから帰るって言ったのに……あの、そんなわけでじいさん、門閉しめて門、俺、帰るから」


　が、執事はそれに、にこにこと笑って、


「ようこそライナ・リュート様」


「ようこそじゃねぇええええええ！」


　叫さけんで、逃にげようとするライナへと、今度は、


「あああ!?　ライナ先生！　帰ってきたんですかっ!?」


　イリスの横から、六歳ぐらいの黒くろ髪かみの少年が現あらわれて……


　以前にライナが魔ま法ほうを教えた、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』を持った少年、アルアだった。


　アルアは瞳ひとみを輝かがやかせ、


「帰ってきてくれたんですね先生!!　僕ぼく、僕ずっと待ってたんです！　新しい魔法も、いっぱい、覚えたし……見てください！」


　それにイリスが、


「よし！　じゃあ野獣君がこれ以上人に迷めい惑わくをかけないように、やっつけて捕つかまえるよ！　アルアは右から展開!!　あたしはひだり～」


「はい！　イリス姉様!!」


　続いて、アルアの後ろに隠かくれるようにいた、アルアの彼女のククが、


「ふ、二人とも、がんばって!!」


　それにライナは、


「なにを？　なにを頑がん張ばんの？　ってか、ここは幼よう稚ち園えんかよ!?」


　と、全力でその場を駆かけ去さろうとした、瞬しゆん間かんだった。


　ヒュゴっという、もう慣なれ親したしんだ、鋭するどいなにかが空を切る音がして……
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　と、ライナが振ふり返ったときにはもう、遅おそかった。


　いつの間にか、門とは反対側、ライナのすぐ後ろにフェリスが、だんご屋の包つつみ紙を左手。そして右手では、


「人の家の前で、なにを騒さわいでいる」


　なんて言いながら、剣けんをライナの顔面へと放ってきていて……


　ガン!!


「ぎゃ!?」


　と、いつもの展てん開かい。


　それにライナはずるずるとその場に倒たおれ伏ふしながら、今度こそ恨うらみがこもった目で執しつ事じをにらみつけて、


「………………………………お、おいじじい……フェリスは家でお待ちなんじゃなかったのかよ？」


　だが、執事はそれを完全に無む視しして、フェリスに頭を下げる。


「おかえりなさいませ、フェリス様。今日もいいお団だん子ごが、見つかりましたか？」


　それにフェリスは大きくうなずき、


「うむ。今日もなかなかいいだんごを見つけた。クロセリにもわけてやろう」


「おお、それは楽しみでございます」


「ん。さあ、イリス、アルア、クク。だんごパーティーを始めるぞ」


『やったー!!』


　そして、フェリスはエリス家へと入っていく。


　クロセリと呼よばれた老執事も、エリス家へと入っていく。


　そして。


　地面に倒れ伏した姿すがたのライナの目の前で。


　門が閉まる。


　それはもう、あまりにもあっさり門が閉まっていく。
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　さっきまでの、『このままお帰しするわけにはいきません』とか、『僕、僕ずっと待ってたんです！』とかの話なんて、まるでなかったかのように、誰もライナには見向きもしなくて……


「……………………まじで？」


　なぜか、ちょっと人生の空むなしさに半はん泣なきになった瞬間……


　再ふたたび門が、ちょびっとだけ開く。その隙すき間まからフェリスが顔をだし、にやりと笑って、


「ふふふ」


「……………………」


　続いてイリスが、アルアが、ククが、門から顔を出し、三人とも、楽しそうでいて、いやらしい、いじめっこ炸さく裂れつな笑えみを浮うかべて、


『ふふふ』


「……………………」


　最後に執事が顔を出す。


　こちらもどこか嬉うれしそうで、


「お待ちしておりました、ライナ・リュート様。ようこそ、エリス家へ」


「……………………」


　それでライナは完全に、エリス家が嫌きらいになった。





　　　　◆





　そう。


　本当にそれは、よくある話。


　程てい度どの違ちがいこそあれ、この国ではよくある話。


　ライナはそう、思っていた。


　だが……








　彼は立ち上がり、エリス家の門をくぐる。


　だんごパーティーは、道場の向こう側にある庭でやるらしい。


　道場に入る。無む闇やみに広く、そして暗い道場だった。


　がらんとしていて、なにもない道場。


　ただ、妙みように静かで……


　イリスとアルアとククがはしゃいでいる声に、


「ああもう、うるせぇなぁ……」


　と、ライナは言ってみるが……


　しかし、そんな子こ供どもたちの声ですら、その虚きよ無むの向こう側……


　暗い、闇の向こうに吸すい込まれていくようで……


　その気き妙みような雰ふん囲い気きに、ライナは、


「なんだぁ？」


　眉まゆをひそめた。


　本当にそこは、静か過すぎるのだ。


　がらんと広がっている空間に、まるですべての音が……いや、感かん情じようすら、吸い込まれてしまいそうなほどの、静けさ……


　子供たちの騒そう々ぞうしい声は響ひびいているのに、まるでそこは、なんの音もしていないかのように静かで……


　どうしてそんなふうに感じられるのか？


　ライナはまわりを見まわす。


　ほこり一つ落ちていない、全面板いた張ばりのその道場に、防ぼう音おんの魔ま法ほうがかけられているようにも見えないが……


　と、なんの気なしに、彼は瞳ひとみを少し、開いてみた。


　途と端たん、彼の瞳の中央には、輝かがやく朱しゆの模も様ようが現あらわれる。


　呪のろわれた、朱の瞳の紋もん様よう。


　これがライナの刻こく印いん。誰だれもが忌いみ嫌きらう、厄やく災さいをもたらす者の証あかし。


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』と呼よばれる、赤く光る五ご方ぼう星せい。


　その瞳は、ただ見ただけで、この世にある、すべての魔法を読みとってしまう。


　その魔法が、どのような構こう成せいでできているのか？　どのような発動方式で、どのような効こう果かで、どのような強さで……


　そのすべてを、あっさり見み透すかし、そしてライナはそれを、使えるようになってしまう。


　その瞳で、ライナはその道場を見た。


「…………」


　暗い闇。


　静せい寂じやくの、道場。


　だがそれは……


　静寂なんてものとは、別物だった。


　そこにあったのは、無。


　無だ。


　そこには、本当の無が横たわっている。


　ライナは、目を見開く。


　大きく、目を見開く。


「あ……」


　それしか声が出ない。


　体が震ふるえた。


　胸むねをしめつけるような、絶ぜつ対たい的な、無。


　まるですべてを真っ黒に塗ぬり潰つぶすような、絶対的な無。


　だが、こんなものがありえるはずが……


　こんな……こんなことが……


　狂くるう。


　そう思った。


　このままここにいたら、狂う。


　そう思った。


　それほどそこにあるものは、なにもなかった。


　混こん乱らんする。


　視し界かいが黒く塗り潰され、心が黒く塗り潰され……


　見たこともないほどの、無。


　見たこともないほどの、闇やみ。


　その、闇のもっと奥おく。


　闇の、深しん淵えんには……


「あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああ!?」


　そこで。


　ライナは逃にげ出した。


　これ以上、ここにいるわけにはいかなかった。


　恐こわい。


　恐い。


　なんなんだ。


　なんなんだここは……


　走る。


　走る。


　闇が消えるまで。


　無が、有に変わるまで。


　そして……





　　　　◆





　そう。


　それはよくある話。


　ライナはそう思っていた。


　程てい度どの違ちがいこそあれ、この国ではよくある話。





「……よくある……話だ？」


　道場を飛び出し、肩かたで息をしながら、ライナは振ふり返ってうめくように言った。


　なんとか闇から抜ぬけだし……それでも、跳はねあがった心しん臓ぞうの鼓こ動どうは、鳴り止まない。


　いったい、なんだったんだ、あれは。


　いったい……


　とそこで、フェリスがやってきて、


「突とつ然ぜん、どうしたんだライナ」


　続いてアルアや、クク、イリスたちが、不安そうな顔でこちらを見つめてきて……


　なにかを恐がるような、そんな表ひよう情じよう。


　それにライナは……


「え？　あ、いや……」


　そのまま、腹はらを押おさえる。そして、


「ああ、その、いや、腹減へっちゃってさ。もう、早く飯にしようぜ？」


　それにアルアが、


「ええええええ!?　ライナ先生、お腹減ったから、走ったんですか!?」


　続いてククが笑って、


「食くいしん坊ぼう」


　さらにイリスが、


「あ！　あのね、食いしん坊はね、あのね、どんどん太ってね、最後は風船みたいに飛んでいっちゃうんだよ？　姉様が言ってたもん。ね？　姉様」


　するとそんなイリスの頭を、フェリスは満まん足ぞくげな表情でなでて、


「うむ。よく知っているな。えらいぞ」


「やった！　姉様に褒ほめられた！」


　そして、えへへーっと笑うイリスを見て、アルアとククがこそこそと、


「イリス姉様って、ちょっとシスコン入ってるよね」


「あ、うんうん」


　そんな会話。


　そして、わいわいとだんごパーティーの準じゆん備びは始はじまる。


　だが、ライナは動けなかった。


　なんとかその場はごまかせたようだったが……


　全身に、べっとり汗あせをかいている。あまりの恐きよう怖ふで……まだ、体が震ふるえている。


　それでももう一度だけ、彼は『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』を発動して、道場を……


　いや、その闇を見る。


　それから、だんごの準備に忙いそがしいアルアのほうへ向かって、


「おい、アルア。ちょっとこい」


「え？　なんですか？」


「ちょっとちょっと、男だけの話」


　なんて言葉に、フェリス、イリス、ククが、またライナの悪口を聞こえるように言ってくるが、いまはそんなことに構かまってられるほどの余よ裕ゆうがなかった。


　アルアに言った。


「ちょっと頼たのみがあるんだか……」


「はい？」


「『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で、あの道場を見てみてくれないか」


「道場を、ですか？　いいですけど、いったい」


「いいからいいから」


　それに、アルアは不ふ思し議ぎそうな顔で、


「これも修しゆ行ぎようかなにかですか？」


「ああ、まあ、そうかな。とにかく見てみろ。そのかわり、やばかったらすぐに目を閉とじろ。できるか？」


　という言葉に、アルアは驚おどろいた表情になって、


「え？　あ、す、すみません。先生の説明が終わる前に、もう、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で見ちゃってました」


「え!?　もう、見ちゃってたの？」


「はい。見ちゃってました」


　その言葉通り、アルアの黒い瞳ひとみの中央には、ライナと同じ、朱しゆの五方星が浮うかんでいて……


　なのに、


「それで？　これからどうしましょう？」


　なんてことを聞いてくる。


　まるであの闇やみが、見えていないかのように、平然とした表情で言ってきて……


「いや、それでって……ンな馬ば鹿かな。おまえ、本当になにも見えない？」


「なにもって……あの、道場は見えてますよ？」


「他には？」


「他には……ですか？　ええと……」


　と、アルアは一いつ生しよう懸けん命めい道場のほうを見つめて、それから、


「ええとええと、あの、道場の扉とびらと、その手前の庭石と……」


　が、それにライナは、


「ああ、わかった。もういいよ」


　そして、腕うで組ぐみをする。


　どうも、アルアには本当に、あれが見えてないらしい。


　じゃあ、あれを見る条じよう件けんは、なんなんだ？


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で見ることじゃないのか？


　それとも、アルアの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で見えないのは、アルアとライナの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』の、質しつの差かなにかだろうか？


　二人の『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』では、見えるものが違ちがう、とか。


　そういえば前に、ガスタークの間ス者パイの、スイとクゥが、ライナの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』は、普ふ通つうの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』じゃないと驚おどろいていたが……そのへんに、関係があるんだろうか？


　とにかく、いったいあれは……


　なんて、彼が悩なやんでいる横から、アルアが言ってくる。


「あ、あの……あの、先生……ぼ、僕ぼく、うまくやれませんでしたか？　失しつ格かくですか？」


「へ？」


　横を見ると、なぜかアルアはいまにも泣なきそうな顔をしていて、それにライナは慌あわてた。


「いや、違う違う。合格！　すごい、アルア、すごかったって」


「で、でも、先生、すっごく難むずかしい顔を……」


「そ、それは、あれだよ、あれ！　アルアがちょっと見てない間に、えらく成長したからさ、これからが楽しみだなぁ、こんなにレベル高いなら、次はどんな修行をさせようかなぁって悩んでたんだよ」


　それに。


「ほ、ほんとですか!?」


　アルアは、ころっと表ひよう情じようを明るく輝かせて……


「ああ。ほんとほんと」


　ライナはため息をつく。


　アルアが弾はずむ足取りで再ふたたびだんごパーティーの用意にいったのを確かく認にんしてから……


　今度は執しつ事じに聞いた。


「なぁ、じいさん。ちょっと聞いてもいいかな？」


「はい。なんでしょうか、ライナ・リュート様」


　それに、ライナは道場のほうを指差して、


「あのさ、道場の奥おくって……いったい、なにがあるんだ？」


「ルシル様のお部屋でございます」


「ほう」


　そしてライナは再び、『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』で道場を見つめる。


　しかし、やはりそこには、無。


　無が横たわっているだけで。


　だが、だいぶ慣なれてきたようだった。


　その、無への恐きよう怖ふ心しんには、だいぶ慣れてきた。


　その、巨きよ大だいな無を見つめながら、ライナは言う。


「……なるほど。フェリスの、兄あに貴きの部屋か。そりゃちょっと興きよう味みがあるな。挨あい拶さつもしたいし、見にいっていいか？」


　が、それには、執事がすまなさそうな顔で言う。


「それは叶かないません。ルシル様の部屋……いえ、あの道場の奥、半分は、わたくしを含ふくめ、フェリス様やイリス様ですら、立ち入りは禁きんじられております。入ることが出来るのは、エリス家の当主様のみと代々……」


「決められてる？」


　執事はうなずいた。


　それにライナは、つまらなそうな顔になって、


「…………そりゃ残ざん念ねん」


　肩かたを、すくめた。


　それでも目だけは、道場から離はなさない。


　そこに横たわる無から。


　用意ができたのか、だんごパーティーが始まる。


　だが、彼はやはり、道場から目を離さなかった。


　道場に広がる、無。


　その無を、すべて見み透すかそうとするかのように、じっと、ライナは目を離さなかった。





　　　　◆





　そしてそれは始まる。


　なんの前まえ触ぶれもなく、それは始まる。


　本当に、なにかの拍ひよう子しで、歯車が狂くるってしまったとしか思えない。


　いや……


　この世界は狂っていると、誰もがもう、気づいていたのだ。


　この世界は狂っていて、でも、笑うしかないと。


　それが自じ嘲ちようの笑え顔がおでも……


　それでも笑うしかないと。


　世界が終わるわけじゃないんだから。


　苦く痛つうは終わらなくても、世界が終わるわけじゃないんだから。


　でも。


　本当にそうだろうか？


　それぞれがそれぞれの道へ。


　本当にそうだろうか？


　いろんなものを失って、それでも時間は前へと進む。


　本当にそうだろうか？


　懐なつかしい日々は、すぐに過すぎ去ってしまう。


　新しく得られるものが、前よりもいいものだと確信できなくても……


　時は巡めぐり……


　先へ先へと背せ中なかを押おされる。


　それでもせめて、よりよい未来に出会えるように……


　野望を持つもの。


　その場に立ち止まるもの。


　過か去こを振ふり返るもの。


　昼ひる寝ねをするもの……？








　しかし、その道すべてが。


　本当は、狂ってさえいないとしたら……？





　　　　◆





　とにかく、なにかが起こっているのだ。


　それは間ま違ちがいない。





「でも、それがいったいなんなのか……」


　ミルク・カラード中ちゆう尉いは、くりくりと丸い瞳ひとみを、がらにもなく細めた。


　すでに十六歳さい。それも、自国の魔ま法ほうの秘ひ密みつが他国に漏もれないよう、ローランドの魔法を習得した者が国外へ逃とう亡ぼう、もしくは出しゆつ奔ぽんした場合、それを追い、捕ほ縛ばく、または抹まつ殺さつするための、エリート部隊の隊長の役やく職しよくにあるにもかかわらず、まるで、少女という言葉のほうが似に合あう、かわいらしい女の子だった。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、愛らしい童どう顔がん。


　そして直立不動の、小こ柄がらな体。


　それでいて、くりくりお目目を、むむむっと真ま面じ目めそうにしかめている姿すがたといったら……


「ああ……今日もミルク隊長は、いい子だなぁ……」


　ミルクの部下、兼けん補ほ佐さ役やくであるはずのルーク・スタッカート軍ぐん曹そうは、まるで年とし寄よりが子こ供どもを見るかのような甘あまい、緩ゆるみ切った表ひよう情じようで言う。


　ちなみにルークはなぜか白はく髪はつではあるが、まだ、たかだか二十五歳の若わかさだった。


　さらにはここローランドの革かく命めいのときには、シオンやクラウと一いつ緒しよに革命で大だい活かつ躍やくをした切れ者であるはずなのに……


　ミルクの前ではいつもの、


「…………あとで飴あめちゃん買ってあげなきゃ」


　それに、その二人の上官、ラッヘル・ミラー少しよう佐さは、いつも険けわしい機き嫌げんの悪そうな顔をさらに機嫌悪そうにしかめて、


「……………………あ、飴ちゃん……」


　ため息いきをつく。


　ちなみに、いま彼女たちがいる場所は、ローランド帝てい国こく軍本部・『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの官かん舎しやだった。


　黒い壁かべを張はり巡めぐらせた、他を威い嚇かくするような建たて物もの。


『忌いみ破やぶり』を追ってルーナ帝国……そしてそれを越こえて、イエット共和国へと渡わたり、そしていま、久ひさしぶりにミルクたちはローランドに帰ってきて、上官に報ほう告こくにきたのだが……


　ミラーが言う。


「…………それで、カラード君。君はいったい、なにをそんなに難むずかしい顔をしているのかね？」


　という問いかけに、


「………………」


　しかしミルクは、なにか別の考え事に上うわの空で、答えなかった、
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　それに慌あわててルークが、


「あ、あ、ミラー少佐。なんというか、やはり我われ々われも帰ってきたばかりで、疲つかれているので……それに難しい顔ということで言えば、ミラー少佐も負けてないと……」


　が、そこまでで、ミラーはルークをじろりとにらみつける。


　するとルークは肩かたをすくめて……


　それにミラーはまた、ため息をつく。


　もう一度ミルクを見る。しかし、彼女は相変わらず上の空で……


　とそこで、彼女は急になにか思いついたかのような顔になって、


「あ！　ミラー少佐！　ミルク・カラード、ただいま戻もどりました!!」


　いまさら、元気いっぱいの声で言ってくる。


　ルークは再ふたたび慌あわてふためき、ミラーはそれにまた、ため息をついて、


「…………いいだろう。わかった。もう一度、そこから話を始め直してやろう。それで？　報告を聞かせてもらおうか？」


　と、言ったときには再び、ミルクは天てん井じようをぼーっとぼやけた表ひよう情じようで見つめるだけになっていて、


「帰れっ!!」


　ミラーは思わず怒ど鳴なっていた。


　だが、それすら上の空の彼女には、まるで効きかない。ただ、ぼんやりと彼女は考え込むだけ。なにか、まるで欠かけた心のパズルを探さがしているかのように、ぼんやりとした表情で……


　小さく、呟つぶやく。


「ローランド……『忌いみ破やぶり』……ずっと昔……約やく束そく……」


　そんな彼女の様よう子すに、ミラーはうんざりした顔で言った。ルークへ向かって、


「いったい、これはなんなんだ？　いつからこんな調子だ？」


　それに困こまったような表情でルークが、


「……今け朝さから、です。『忌いみ破やぶり』であるライナ・リュートが、ローランドに戻もどったという情報を得て……ここへと戻ってきたときから」


　それにミラーは目を細める。しばらく彼女を見つめてから……


「とにかくルーク、彼女を帰らせろ。少し、疲れを……」


　が、そこで突とつ然ぜん、ミルクの瞳が、ミラーへと向けられる。そして、


「あ、あ、す、すみませんでした」


「ん？　正気に戻ったのか？」


「あ……はい。すみません。いえ、やっと考えがまとまってきて……もう大だい丈じよう夫ぶです」


　そんな言葉に。


　ミラーはますます、険けわしい表情で、聞く。


「考え……それはなんだね？」


　しかしそれに、ミルクは即そく答とうしてくる。


「私の、使命についてです」


「使命……？　君の使命……任にん務むは、私の命令を受けて、『忌いみ破やぶり』を追撃することだと、私は思っているが？」


「はい」


「では、なにをそんなに悩なやむ必要がある？」


　それにミルクは、やはり即答で、


「それ以外の使命についてです！」


　本当に、即答。


　あまりにも素す直なおだった。


　下へ手たをすれば、上官侮ぶ辱じよく罪ざいで投とう獄ごくされてもおかしくないほどの言葉なのだが……


　ミラーは思わず笑い声を漏もらしそうになってしまい、だが、それをこらえて、なんとかしかめた顔を保たもつ。


「…………ふむ。まあ、確たしかに任務以外での君の行動に、私が関かん与よするところではないが……いまの君の状じよう態たいは、あまりいいとは言えないな。あきらかに任務に支し障しようをきたしている。そんなことでは、君の命どころか、部下の命まで、危き険けんにさらしてしまうぞ」


　その言葉。


　部下の命まで、危険にさらしてしまうという言葉には、彼女も反はん応のうした。


　彼女は急に泣なきそうな顔になって、


「す、すみません……」


　頭を下げてくる。


　だが、それで十分だった。それがわかっているなら、彼女がなにを悩もうと、それは自由だ。なんの問題もない。


　仲間を大切に思っているのなら、大丈夫だ。


　そう。


　ミラーは、この『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいにいる者たちはみな、家族だと、そう思ってここを作ってきたつもりだった。


　それはルークや、ラッハ、リーレ、ムーに受け継つがれているだろうし、さらにそれは、ミルクにも、受け継がれていくだろう。


　そしてそれさえ受け継がれていれば、この国は、しばらくは大丈夫だろうと、思う。


　上では上で、シオンや、クラウがいてくれる。


　なら、下はミラーや、そしてルークたちが固めていれば、ちょっとやそっとのことでは崩くずれ……


　が、そこで、


「…………この国は、どこへと向かっているんでしょうか？」


　突然。


　ミルクがそんなことを聞いてきて……


　真まっ直すぐな瞳ひとみで、こちらを見つめてくる。


　それにまた、ミラーは苦笑を漏らしそうになった。本当に、おもしろい子だ。


　この国は、どこへと向かっているのか？


　まさか、そんなことをいままで真しん剣けんに悩んでいたのか？　ローランドに帰ってきて早々、彼女はこのローランドを見て……


　この国は、どこへと向かっているのか？


　本当に、真っ直ぐな悩みだった。うらやましいほど、真っ直ぐな……


　必死で笑いをこらえながら、ミラーは言った。


「…………この国は、どこへ向かっているのか……か。どうかな。それを決めるのは、私じゃないしな」


　だが、ミルクはそれに首をかしげて、


「じゃあ、それを決めるのは、いったい誰なんでしょうか？」


　またも、そんな素す直なおな疑ぎ問もん。


　それになぜか、幼よう稚ち園えん児じに物を教えているような気分になってきて、ルークのほうへと助けを求める。


　だが、ルークはといえば、そんな光景を嬉うれしそうに眺ながめているだけで……


　その顔はこう言ってる。


『ミルク隊長は、かわいいでしょう？　さあミラーさんも彼女の魅み力りよくの虜とりこになってください』


　ミラーはルークをにらみつけた。


　するとルークはまた、にんまり笑って……


　あいかわらず嫌いやな奴やつだ。


　そう思った。


　ミルクはといえば、きらきらとした瞳でこちらを見つめてきていて……


　それにミラーは、仕方なく答えた。憮ぶ然ぜんとした、あまり愛あい想そがいいとはいえない口く調ちようのまま、


「……………………誰が、国の進む方向を決めるのか……それについてはあまりに難むずかしい問題で、明めい確かくには私にもわからないが……それでも私は、国が進む道は、『時』が作ると思っている」


「『時』？」


「ああ。その時代、そのときの、民たみの望み、貴き族ぞくの望み、世界の望み……そしてその望みに選ばれた者が……」


　とそこで、


「この国の王になる……ですか？」


「そうだ」


　ミラーはうなずいた。


　最後まで言わなくても、彼女はミラーの言葉を理り解かいしている。


　そう。本来は、聡そう明めいな子なのだ。でなければ、この歳としで部隊の隊長など、務つとまるわけがない。


　あのルークが、ついていくはずがない。


　聡明でいて……


　ミルクは続ける。


「では、その世界に望まれた王が素す晴ばらしければ、この国はうまくいく」


「そう、言えるな」


「英えい雄ゆう王おうと呼ばれているシオン・アスタール様が王になったからには、この国は、うまくいくと」


「私は、そう思っている」


　するとミルクもうなずいて、


「この国の民たみも皆みな、そう思っています」


「だろうな。彼は……陛へい下かは、この国に初めて生まれた、名君だから……」


　が、その言葉に、ミルクは悲しげに顔を歪ゆがめる。本当に、なにがそんなに悲しいのか、いまにも泣きそうな表情で……


「なぜ、そんな顔をする？」


　それに言葉に、彼女はまた、あっさりと言ってくる。


「…………陛下が、かわいそうだから……」


　瞬しゆん間かんだった。


「…………」


　ミラーは、絶ぜつ句くしてしまっていた。


　彼女の、言葉に……


　ミルクは続ける。


「…………みんなが待ち望んでた王……絶対に間ま違ちがえない、英雄王……すごい。そんなふうに呼よばれてるのは、すごい。あの、アスタール様なら、この国を変えてくれる。もう悪いことなんて起こらないって、みんな期き待たいする。もう、この国には悪いことなんて起きないって……そして陛下はそれに応こたえる。でも、応えれば応えるほど……」


「…………」


「きっと、歪ゆがみが出る。なのに私は…………私は馬ば鹿かだった。最初から、情じよう報ほうはすべてそろっていたのに。歪みが出て……それで……」


　だが、言葉はそこまで。


　しかしそれで、十分だった。


　ミルクがなにを悩なやんでいるのか……


　それは……


　そこで、ミルクが慌あわてて言ってくる。


「あ、す、すみません。私、また自分一人の考えに……」


　が、ミラーは首を振ふって、


「…………いや、なかなかおもしろい話だった。さあもう戻もどれ。君は少し、疲れているようだから……残りの報ほう告こくは、ルークにさせよう」


　そう言って、ミルクを帰す。


　彼女はこちらへと頭を下げて、部屋を出ていく。やはりまだ、なにかに悩んでいるようで……


　その後ろ姿を見つめて、ミラーは目を細めた。


　そのままその目を、ルークへと向けて、


「…………やはり、優やさしい子だな」


　するとルークは嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。


「それに、本当に賢かしこい、聡明な子です」


　そう言うが……


　ミラーは頭ず痛つうを抑おさえるかのように、手でそっと、頭を支えた。


「彼女のような目線で……陛下を見たことは、なかったな」


　するとルークはそれに、笑って言う。


「ああ、まあ、そりゃそうでしょ。シオンさんだって、ミラー先せん輩ぱいが描えがいた絵の上の駒こまなんですから。この国を変えるための、駒」


　だが、ミラーはそれに嫌いやそうな顔で、


「俺おれはあいつを、そういう目で見たことはない」


「もちろん、俺だってそうですよ。現実がそうだ、というだけで。それに、シオンさんは優ゆう秀しゆう過すぎるんですよ。ミラー先輩が望み、描いた理想の、さらにその先をいく。ミラー先輩が描いた地図なのに、まるであの人がすべてを引っ張ぱっていっているような輝かがやきを放ってる。本当にあの人は……王になるために生まれてきたような人ですから」


　そう。


　シオン・アスタールという男は本当に、王になるために生まれてきたような男だった。


　革かく命めいは、ミラーがシオンという輝きを見つけたときに、すでに成功していたようなものだった。


　時が彼を選んだのだ。


　時が。


　民が。


　世界が。


　シオンを望んだのだ。


　ミラーが選んだわけじゃない。彼のことを、ミラーが選んだわけでは……


　いやむしろ、その逆ぎやくだ。シオンという輝きの下に、ミラーたちは、集まるべくして集められた……


　だが。


「………………本当に、そうだろうか？　俺の選せん択たくは本当に、正しかったろうか？」


　その問いに、ルークは肩かたをすくめ、


「いまさら……それに、シオンさん以外に、この国の王を想そう像ぞうできますか？」


「いや」


「少なくとも俺は、シオンさんほどの名君は、見たことがありませんよ」


「……そう……だから、選んだんだ」


　するとルークはあっさり、


「……じゃあ大だい丈じよう夫ぶです。心が折おれたりはしませんよ。あの人は、強い人だ。それは、俺たちが一番知っている」


　そんなふうに言って。


　ミラーは、ルークを見た。


　そして思う。


　自分は、部下に恵めぐまれている、と。ずっと右みぎ腕うでとして働いてくれているルークを見て、ミラーは本当に、そう思う。


　彼がいなければ、ほとんどのことがうまくいかなかったろう。


　かつてミラーは、天才と呼ばれていたことがある。かつてのローランドで、彼はそう、呼ばれていたことがある。


　天才……


　人より少し、魔ま法ほうがうまかったから。もちろんルークよりも遥かに魔ま導どう戦せん闘とうの力量は、上だろう。


　人より少し、体たい術じゆつにすぐれていたから……いま、この場で、一対一でルークと殴なぐりあったとしても、勝つことはできるだろう。


　だがそれでも。


　天才という言葉は、ルークのものだ。


　ミラーはそう思っている。


　彼はその、いつも笑え顔がおの甘あまい表ひよう情じようからは想像もつかないほど、冷静に、そして、冷れい徹てつに、任にん務むを遂すい行こうする。


　無駄なものはすべて切きり捨すて、任務を達成する。


　彼は、その能のう力りよくがずば抜ぬけて優すぐれていて……


　でも、だからといって、傷きずつかないわけじゃないのだ。


　冷徹な判はん断だんを下すとき。


　無駄なものを切り捨てるとき。


　傷つかないわけじゃない。


　なのにいま、彼がついてる任務は……


　ミラーは言った。


「……辛つらいだろう？」


　だが、ルークは穏おだやかに笑う。


「いいえ。俺おれは、家族を守るのが、好きですから。その喜びを教えてくれたのは、ミラー先せん輩ぱいでしょう？」


「…………おまえには、いつも嫌いやな役を押おし付けるな……」


　だがしかし、それでもそれに、ルークは、穏おだやかな表情で笑うだけだった。





　　　　◆





　日が暮くれ始めている。


　ローランドの空が赤く、染そまり始めている。


『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの官かん舎しやからの帰路……いつもならそんな空を見てるだけで、少しだけ幸せな気持ちになれるのだが……


　いまのミルクには、そんな余よ裕ゆうはなかった。


　あまりにも自分の馬ば鹿かさ加か減げんに打ちのめされて。


　この国の王、シオン・アスタール。


　その姿すがたを、思い出す。


　高こう貴きな銀ぎん色いろの髪かみに、意い志しの強そうな瞳ひとみ。


　ミルクも、何度か会ったことはあるが……


　彼はいつも、完かん璧ぺきだった。優やさしい微ほほ笑えみ。優ゆう雅がな立たち居い振ふる舞まい。


　すべてが完璧。


　女の子なら、誰だれもが彼に心を奪うばわれるだろう。


　民が彼に期待する理由がわかる。


　国が彼に期待する理由がわかる。


　彼にはすべてがそろっているのだ。


　それは、時に望まれたから？


　それは、世界に望まれたから？


　彼には完璧にすべてがそろっていて……


　そろい過すぎていて……


　その完璧さは、まるで触ふれればすぐに、壊こわれてしまいそうなほど……


　そして、


「似にてる……」


　ミルクは、そう思った。


　ミルクの知ってる、彼女を救すくった少年に。


　少年は、異い様ように高い戦闘能力と魔ま法ほう知ち識しきを持っていた。ずば抜ぬけた生せい存ぞん能力と、精せい神しん力りよくを持っていた。


　当然、強いことだけが正せい義ぎだった、かつて彼女がいた孤こ児じ院いんの中でも、彼はスターで。


　完璧な戦闘マシーン。


　悩なやむことがない。


　恐きよう怖ふすることがない。


　取り乱みだすことがない。


　死ぬことがない。


　彼にはないものがない。


　完璧に、すべてを持っている。


　なのに彼はいつも、触れれば壊れてしまいそうなほど繊せん細さいな表情で、悲しげに顔を歪ゆがめていて……


「本当に……私はなんて馬ば鹿かだったんだろう。最初から……最初から情じよう報ほうはすべてそろってたのに……」


　ローランド……


『忌いみ破やぶり』……


　ずっと昔の約束……


　結けつ婚こんの約束……


　遠い昔に……ライナとかわした約束。


　彼が、その約束を忘わすれるはずがないのに……


　いや、まあ……自分の記き憶おくを正確にひもといて見ると、明めい確かくな結婚の約束などはしていないのだが……


　でも再会したときの彼は、まるで彼女の存そん在ざいすら知らないように振る舞って……それは、あまりに奇き妙みような振る舞いで。


　なぜ？


　なぜ彼は、そんなふうな態たい度どをとるの？


　なぜ？


　どうして彼は、彼女のことを、知らないと言ったの？


　なぜ？


　なぜ？


　それについて、ミルクはこんなふうに思っていた。


　ライナは、なにか大きな問題に巻まきこまれているのだ。自由に振る舞うことができないほど、大きな問題。


『忌いみ破やぶり』と呼よばれて、追われることを覚かく悟ごの上で、ローランドを出しゆつ奔ぽんしなければならないほど、大きな問題。


　しかし。


　再さい会かいしたとき、ライナはこう言った。


『だ、第一俺おれたちは、シオンの命令で……』


　シオン。


　それは、よくあるというほど、ありふれた名前でもないが、珍めずらしい名前でもない。だからその名前を聞いたときに、ミルクはこんなふうに考えてしまった。


　シオン……きっとこれが、キーワードだ。シオンとかいう奴やつが、ライナを利用しているなにがしかの犯はん罪ざい組そ織しきのボスなのだろう。


　じゃあ、どうやってその犯罪組織からライナを救すくいだそう？


「……………………」


　馬鹿な。


　彼は、天才なのだ。犯罪組織だなんて……なんでそんなふうに思ったんだろう。


　いや、本当はわかっていたのだろうか？　だけど、そんなふうに思いたくなかった。あまりにもそれでは、救いがなさ過ぎる。


　でも……それでも……


　ミルクは、かわいらしい顔を真しん剣けんにしかめて、呟つぶやく。


「完かん璧ぺきな王に、完璧な殺人マシーン……」


　ミルクは、震ふるえた。





　その完璧な王は、完璧過ぎるゆえ、深い孤こ独どくに落ちていき、歪んでいくのだ。





　その完璧な殺人マシーンは、完璧過ぎるゆえ、その人を殺す自分の腕に心が耐たえ切れずに、歪んでいくのだ。





　そしてミルクは、震えた。


　自分の存そん在ざいに。


「私は……」


　突とつ然ぜん彼女は、取り立てられた。『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の、隊長に。


　そのときシオンは笑っていた。


　その、孤独な王は、完璧な笑え顔がおで、しかし、その奥おくには、悲しい笑顔を潜ひそませて……


　でも、でもこれじゃあ……


「ライナを救うためには……」


　陽ひの光は、どんどん傾かたむいて、もう、あたりは暗くなっていた。


　もう、夜なのだ。


　ただの夜。


　だが、ひどく、暗い。


　そう感じた。


　この国が進む未来が……ひどく……


　夜の闇やみは、膨ふくれ上がっていく。


　大きく、大きく、大きく、その闇はミルクを取り囲んでいき……


　突然、その暗い闇は、形をなした。


　ミルクの目の前、黒い、闇色の獣けものと……


　そして。


　漆しつ黒こくの髪かみと、凍こおりつくような瞳ひとみ。


「さて……お迎むかえにまいりましたよ、ミルク・カラード少しよう尉い。少し、ご一いつ緒しよしていただきましょうか。ここから、すべてを始めましょう」


　悪あく魔まのような邪よこしまな笑みを浮うかべる男が、ミルクの目の前に、姿すがたを現あらわした。





　　　　◆





　その数時間後。


　誰だれもが寝ね静まった、深夜。


　ライナは走っていた。


　街まちにとった宿屋を飛び出し、繁はん華か街がいを抜ぬけ、そして……


　貴族の屋や敷しきが建ち並ぶ区く画かくに入ったあたりで、彼の気配は、消えた。


　かすかな月明かり……いや、今日は雲が出て、その光すらもかすかで。


　闇。


　その日の夜、ローランドは闇に包まれていた。


　月のない夜。


　しかし、本当に申もうし訳わけ程てい度どにわずかな輝かがやきを放つ星々の光さえあれば、ライナには十分だった。


　闇の中を、静かに、素す早ばやく、確かく実じつな足取りで歩を進めていく。


　その動きはあまりに鮮あざやかで……


　本ほん職しよくの暗殺者たちですら、ついていくことはできないだろう。


　ライナは目の前に迫ってきた巨きよ大だいな門に、目を細める。


　昼間訪おとずれた、エリス家の門。


　他を寄よせつけない、固かたく閉とざされたその門を、見て……


　しかし、彼は足を止めない。


　門の横の壁かべを足場にして、勢いきおいよく、飛ぶ。


　一歩、二歩、三歩……


　壁を駆かけ上がったところで、


「よっと……」


　それで、門の一番上に手をかけてしまう。そのまま片手でぐいっと体を跳はね上げ……あっさり中へと侵しん入にゆうする。


　ほとんど音はしない。


「いや……」


　と、ライナは周まわりを見まわした。


　これほど大きな敷しき地ちなのだ。多少の音がしたところで、誰も気付かないかもしれないが……


　話によると、アルアやククはともかく、フェリスやイリスも、この門から、けっこう離はなれた場所にある建たて物ものにいるらしい。


　というか、この門自体が表門ではないらしく……


　むしろエリス家の、深しん奥おうにほど近い場所の門。


「…………」


　ライナは、目の前にある、目的地を見つめた。


　相変わらず嫌いやな雰ふん囲い気きしか感じられない、暗い道場。


　そこは、昼だろうが夜だろうが、変わらないようだった。


　まるで時が止まっているかのように、ただただ、無が横たわっている。


　それに、


「さて……んじゃ、どっから調べるかね」


　ライナは言って、進み始める。やはり、彼の気配は薄うすい。だが、完全には消えない。あまりにその場所が、静か過すぎるから。


　こんなことは初めてだった。


　まったくの、無音。


「ったく、やりにくいったら、ありゃしない……」


　ライナは顔をしかめた。


　それでも物音を立てないよう、前へと進む。


　道場に入るのは、簡かん単たんだった。


　やはり昼間と同じ、がらんとしていて、なにもない道場。


　全面板いた張ばりで、異い様ように静かな……音という音を遮しや断だんする魔ま法ほうがかかっているんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまうほどの、静けさ。


　すべての音が、この現げん実じつからズレ、闇やみの奥おくへと吸すい込まれてしまうような……


　それに、


「これじゃ、物音立てないようにしてる自分が、馬ば鹿からしくなるなぁ……」


　ライナは苦笑した。


　だが、それでも彼は、気配を消したまま。さらに一いち応おう、周囲の状じよう況きようを探さぐってみる。


　静かな、ひどく静かな道場。


　人の気配は、しない。というよりも、生きている者の気配が、まるでしない。


　連想させるのは、死。


　無と、死と……そして恐きよう怖ふだ。


　まあ、夜中にこんな暗い道場に一人でくれば、恐こわくなったりもするだろうが……


　だが、目の前には、本物の無が広がっている。少なくとも、ライナの『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』には、そう見える。


　アルアには見えずに、ライナには見える……


「調べないわけには、いかないよな」


　ライナは、再ふたたび歩き始めた。道場の奥へと。


　やはり音は、しない。板の間なんだから、少しくらいは木の軋きしむ音がしてもいいだろうに……


「というかそもそもこれ、木なのか？」


　と、思わず一度しゃがんでみて、確かく認にんしてみる。で、床ゆかを触さわってみると、それはやはり木で……


　軽く指でたたいてみると……とんっという、小さな音が鳴り、だがまた、それがどこかに吸い込まれるように、異様な速さで消えていく。


「…………やっぱこれ、変だよなぁ……」


　その、居い心ごこ地ちの悪さに、ライナはまた、顔をしかめた。それから立ち上がって、さらに進む。何枚か横開きの扉とびらを抜ぬけ、しかし、いってもいっても、やはりがらんとした道場ばかりで……


「どんだけ広いんだよ」


　なんて、一人突つっ込こみを入れてみたり。


　やはり、どれだけいっても、道場が広がるばかり。


　ただ。


　その、次の扉だった。


　執しつ事じが立ち入りを禁きん止しした、道場の奥というのが、次の扉。


　ここから先は、フェリスも、イリスも立ち入ることが許ゆるされてないらしく……


　代々、エリス家の当主のみが入ることを許されている場所らしい。


　そして……


「………………」


　扉の前、ライナは目を、大きく見開く。


　その瞳ひとみの中央に、朱しゆの五方星が広がる。


　すると、やはりその目の前にあるのは、無。だが、さっきまでの無とは、少しだけ、様よう子すが違ちがうようだった。


　なんの気配もない。


　ただ、そこには無……としか言いようのないものがあり……


　その、無が……


　無が、かすかに……


「あ？」


　言葉は、そこまで。ただ、突とつ然ぜん、胸むねを圧あつ迫ぱくするような恐怖が襲おそいかかり……


　ライナはとっさに、その場を離はなれる。扉から逃にげるように、大きく後方へと跳とんで……


　だが、ライナは、その扉の前から目を離せない。


　どうやったのか、どこからどう現あらわれたのか……


　いつの間にか目の前には、一人の男が立っていて。


　それは、奇き妙みような男だった。


　闇の中でさえ際きわ立だつ金色の髪かみ。


　穏おだやかに閉とじられたままの目に、しなやかな体。


　そいつは、人間離れした、いっそ不ぶ気き味みと言ってもいいほどの妖あやしい美しさを持った男で……


　彼のまわりに漂ただよう雰囲気は、静せい謐ひつ……


　いや、無か。


　同じだ。


　この道場と同じ……


　ライナは、


「…………あんたが、フェリスの兄あに貴きか？」


　それに男は、


「そうだよ。ルシル・エリス。君はライナ・リュート君だろう？」


　有と無を移うつろうような、危あぶなげな声。


　穏やかでいて、威い圧あつするような、不安をかきたてる声。


　ルシルはにっこりと笑って、


「フェリスが仲良くしてもらっているようで……ずっと、こうして二人で会いたかったんだ」


　笑って……


　だがその瞬しゆん間かん、


「…………」


　彼の体からは、殺気が噴ふき出した。通つう常じようでは、考えられないほどの殺気。


　常人なら、気を抜けばこの殺気だけで殺されてしまうだろう。


　これがフェリスの兄、ルシル・エリスか……


　ライナは半はん眼がんのまま、目の前の男を見つめた。


「…………」


　この国最強と呼よばれた、剣けんの一族の当主。


　解かい放ほうされずにいたら、フェリスもこうなっていたのだろうか？


　狂くるった教育が生んだ、狂った生物。


「それが……おまえの強さか？」


　ライナが言うと、それにルシルは少し、驚おどろいたような表ひよう情じようで、


「へぇ……これでも、平気なのか。まるで柳やなぎだな。無む理り矢や理り向かってくるシオンとは、また、別なタイプだ。まるで殺気などないかのように、全部受け流して……それが君かい？　比ひ較かく的てき普ふ段だんはやる気のないタイプ？　物事に熱くなれない……」


　が、そこでライナは言葉を遮さえぎって、


「俺はそうやって、分ぶん析せきされるのは嫌きらいだ」


　するとまた、ルシルは笑う。


「私もだよ」


　刹せつ那な。


　今度は突とつ如じよ、無が現あらわれた。いままでの殺気など、最初からなかったかのように、無が。


　そして。


　こっちのほうが、やばい、と、ライナは思う。殺気の強さなんかよりも、この、無のほうが、よほど恐こわい。


　フェリスよりもさらに少し、強いか……？


　それがライナの見立てだった。フェリスももう、すでに完成に近いレベルにあるが、それよりもさらに上。まあ、どれだけ狂った教育を施ほどこしたとしても、人間には限げん界かいがあるし、このルシルという男も、その範はん囲い内ないだろうが……


　ただ問題は、この、無だ。


　気配を感じないとか、物音を立てないとか、そんな次元じゃない。


　底無しの無。


　これはいったい……


　だが、そんなライナの考えを見み透すかしているかのように、ルシルが言う。


「君は、ちょうどフェリスと、同じくらいの強さかな？　たいしたものだ。本当に君たち二人は、いい組み合わせだね。君とフェリスを組ませるなんて、シオンもなかなか、おもしろいことをする」


　それにライナは顔をしかめ、


「いや、おもしろきゃいいってもんじゃないだろ……ったく。シオンの奴やつは、俺に嫌がらせしたいだけなんだよ。だいたい、おたくの妹も、どういう教育してんだ？　ちょっと暴ぼう力りよく的過すぎるぞ」


「はは。それは、本当に迷めい惑わくをかけているようだね。そう……そうだね。彼女もそろそろ、大お人となの女じよ性せいとしての振ふる舞まいを身につける、いい頃ころ合あいかもしれない。だがまあ、フェリスの相あい棒ぼうが、君でよかった。フェリスは毎日を、楽しく過ごせているようだな」


　その言葉に、一いつ瞬しゆん、フェリスの顔を思い出して。しかしそれは、彼女が嬉うれしそうに、彼を殴なぐってくる姿すがたで……


「ああ……まあ、楽しくはやってるかもな。あいつほど自由な奴は見たことないし。俺を殴ったり、俺を殴ったり、俺を殴ったりな」


　と、憮ぶ然ぜんとした顔で言うライナに、ルシルはまた笑う。楽しそうな、嬉しそうな顔で、


「でもまあ、フヽェヽリヽスヽのヽ相ヽ手ヽがヽ君ヽでヽ、本ヽ当ヽにヽよヽかヽっヽたヽよヽ。これからもあの娘こと仲良くしてやってくれるかい？　それにほら、次はシオンの護ご衛えいをして、エスタブールへいくんだろう？　私はローランドを離はなれられないが……二人のことを、君に任まかせてもいいかな？」


　そんな会話。


　まるで平和な、家族ものの喜き劇げきかなにかのような、あたり障さわりのない会話。


　ライナはそれにうなずいて、


「ああ、まあ、別に任せられるのはいいけどさ……でも、その前に一つ聞いていいかな？」


「ん？　なんだい？」


「いや、別に、たいしたことじゃないんだけどさ……調べたには、あんたって、ローランドの中でしか、シオンを守らないんだろう？　シオンが国外へ出たら、シオンを守らない……それってなんか、すっごく筋すじが通ってない話だよなぁと思って。王を守りたいなら、どこにだってついていくはずだろう？　なのにあんたはいかない。それがどういう理由なのかってのが気になりだしたら、もう、夜も眠ねむれなく……あ、いや、それは噓うそ。夜は眠れるけど……でもとにかく、ちょっとそれが気になってんだよね。だから、それを聞かせてくれたら、あんたが言うとおり、シオンも、フェリスも守ってやるよ」


　その言葉に、しかし、


「…………」


　ルシルは答えなかった。ただ、微ほほ笑えむばかりで……


　だが、ライナは続ける。


「たとえばさ、それがエリス家のしきたりとか、そういう理由でシオンを守らないの？」


「…………」


　ルシルはそれにも、微笑むばかり。


「……それとも、だ。他に理由があるとか？」


　ルシルは答えない。


　だが、ライナは続ける。


　優やさしい、本当に穏やかな表ひよう情じようで笑うルシルをにらみつけて、


「……理由……そうだな。たとえば、そういう枷かせが……呪のろいやなにかがあるとか……？」


　その言葉に。


「呪い……？」


　そこで、初めて反はん応のうした。それでもまだ笑っている。微笑を浮うかべている。


　そして楽しげに、


「…………おもしろいことを言うなぁ、君は。呪いだって……？」


　さっきまでと変わらない、穏やかな口調。


　だがそれに……ライナは震ふるえた。


　そこにいるのは、さっきまでのルシルとは、あきらかに別人……いや、別物で……


　無。


　無が広がっていく。


　底の見えない、無が。


　その無が、言う。顔に、ぺったりと貼はりついたような、作り物のような微笑を浮かべて、


「枷に、呪い……おもしろい。本当におもしろいことを言う。いったいなぜ……君はそう思うんだい？」


　だがそれに、ライナは、思わず震えそうになる声を無理矢理抑おさえこんで、言った。


「思うんじゃない。見えるんだよ。いや、見えないっていったほうが、いいか？　おまえの姿が見えない。俺の『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』に、おまえの姿が映うつらない…………」


　その間も、無が広がる。


　その間も、無が広がる。


　虚きよ無むの中にある、作り物の微笑が……


　ライナはその微笑をにらみつけて、


「………………てめぇ、いったい何者なんだ？」


　するとそれに、


「……何者とは、失礼だね。君の知ってるとおりだよ。私はフェリスの兄で……」


「そういうことを言ってんじゃねぇ!!　フェリスは、フェリスは人間だ。おまえとは違ちがう。おまえはいったい……」


　瞬しゆん間かんだった。


　ルシルが、いままでよりもさらに、笑った。


　しかし、見えたのは、それだけ。


　気配が消える。


　途と端たん、姿も消える。


　首をなにかにつかまれる。それが、ルシルの白い腕うでだということに気づいたときには、あっさりそのまま持ち上げられている。












[image: ]








「が……あ……」


　人間とは思えない、信じられない力。ぎりぎりと首を絞しめつけられる。解とける気がしない。いや、あまりに強大な力に、その腕を解こうという気にすらならない。


　ありえない。


　そう思った。


　その動きに、反はん応のうができないとか、そんな次元の話じゃない。


　彼が動いたことすら、わからないのだ。


　彼がなにをしたかすら、わからないのだ。


　フェリスよりも、少しだけ、強い？


　なにをもって、そんなことを思ったのだろう。


「かは……あ、お、おまえ……あ……」


　だが、ライナの言葉は、そこまで。


　ルシルは、ぎりぎりとライナの首を絞めつけながら、笑う。


「フェリスは、化ばけ物ものじゃない？　は、はは。そう。そうさ。よくわかってるじゃないか。フェリスは人間だ。呪われた血が流れている私や……そして君とは違う……」


　とそこで、ルシルはライナを離はなす。


「が……あう……」


　ライナはその場にくずおれるように、しゃがみこむ。


　その上から、ルシルの言葉が降ふってくる。


「だから君も、勘かん違ちがいしないほうがいい。彼女は、君の手には入らない」


「……お、おまえは……なにを言って……」


　だが、ルシルは言葉を止めない。


「呪のろわれた血から……彼女はもう、解放されているのだから。


　私の血も。


　そしておまえの血も。


　彼女に入ることはない。そんなことは、私が許ゆるさない」


「だ、だからおまえは、いったい何の話を……」


　だが。


「……いや、それとも君のような化物は、誰だれにも受け入れられることなどないと、言ったほうがわかりやすいかな？」


「あ……」


　そう言われた途と端たんだった。


　ライナは、動けなくなった。


　化物。


　その言葉に。


　呪われた、化物。


　その言葉に、いまさら、目の前が真っ暗になるのを感じた。


　無だ。


　あまりにも大きな無。


　だが、その無は、ルシルのものじゃない。自分の中に広がっている、底無しの無……


　ルシルがまた、笑う。さっきまでとまた、同じ微ほほ笑えみ。


　だが、それすらもまるで、


「君は、何を勘違いしていた？


　君はここに、なにを探さがしにきていた？


　希望か？


　だが、そんなものはないんだと、君が一番、よく知っているだろう？」


　再び闇やみが広がる。


　闇が広がっていく。


　でもそれはどこに？


　ライナの前に？


　それとも、ライナの中に？


　目の眩くらむような、闇。


　ただ、その闇の中、ルシルの言葉だけが響ひびいて……


「醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？


　知っているはずなのに。


　君の……


　血ち塗ぬられた化物の手では……


　なにも摑つかむことができない……


　どこにも、届とどくことはない」


　ただ、ルシルの言葉だけが響いて……


「でも落らく胆たんすることはないよ。だからこそ私は、安心して君に妹を任まかせられるんだ。


　妹に触ふれることができない……


　誰だれにも触れることができない……


　生きている価値すらない君に……


　私は君が嫌きらいじゃない。さあ顔を上げなさい。そしてどうか、フェリスをよろしく」


　そう言って……


　ルシルは消えた。


　再ふたたび闇の中、ライナは独ひとり、取り残された。


　暗い、暗い、道場の中。


　しかし。


「…………………………」


　ライナはしばらく、立ち上がることすらできなかった。





　　　　◆





　その翌よく日じつ。


　宿で目覚めたライナのもとに、一通の手紙が届いていた。


　差出人の書かれていない、手紙。


　その手紙の内容は簡かん潔けつで、書かれていたのは、これだけ。








　シオン・アスタールからルーク・スタッカートへと下されていた三つの命令。


　一つ。


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保ほ持じ者しや、ライナ・リュートが見落とした勇ゆう者しやの遺い物ぶつの、探たん索さく、収しゆう集しゆう。


　二つ。


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者ライナ・リュートの、監かん視し。


　三つ。


『複アルフ写ア・ス眼テイグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏うら切ぎるような素そ振ぶりがあった場合。





　その抹まつ殺さつ……








　そんな内容の、手紙。


　ライナはそれを読み終わって……顔を上げた。


　しかし彼の顔は、いつもどおりの眠ねむそうな、やる気のない、顔で。


　そしてやはり、いつもの気だるい声こわ音ねで、


「……………………そうか。そうだよな」


　彼は小さくそう言って……


　悲しく微ほほ笑えんだ。















あとがき







　今回は、大きく変わっていく話です。


　この巻にきて、やっと彼女の過か去こも登場します。でもって、伝勇伝の根こん幹かんのいくつかに触ふれ始めます。


　楽しんでもらえたら、嬉うれしいです。


　まあ、作品については、今回はこういう形なので、このへんにして。








　いつもの近きん況きようについて。


　最近あった出来事で、一番感動したことは最後のほうにとっておくとして……


　さて、なに書こうかな。


　あ、ホームページを作ろうと思い立って作り始め、でも作る時間がなくて、まったく完成しません。


　どうしよう？（笑）


　この本が出るころには、完成するかなぁ？


　だめかなぁ……


　でもでも、近いうちに完成して、こそーっとオープンしますので、見つけた人は、見つけたー!!　と思ってください。


　あ、もう一つ話題終わっちゃった……


　どうしよ。今回は、あとがきのスペースがけっこうあるのです。


　なんかあったかな。えっと……


　あ、謎なぞ！


　最近、なんでだろう？　って、よく不ふ思し議ぎに思ってる謎があるんだった！


　ちょっと聞いてみんな！


　映画の話なんだけど。


　それも、映画館で見る映画ではなく、家で見る映画の見方についての話。


　もちろん、映画はやっぱ映画館で見ると、いいよねぇ。もし仮かりに運悪く趣しゆ味みに合わずにつまらなくても、この映画は映画館へいった、っていう思い出とかに変わるから、それはそれでいい感じだし。


　そこにはね、別に謎はないわけです。


　うん。


　でも、家で見る映画となると、突とつ然ぜん大いなる謎が立ち塞ふさがり始めて！


　それも、洋画。


　僕ぼくは洋画を見るときは最初、実は日本語吹ふき替かえで見るんですが……


　それに友達が、


「ああ？　吹き替え？　おまえ、通つうじゃないなぁ」


　こんなふうな会話になったこと、みんなはない？


　僕の周まわりではよくあって。


　というよりも、たしか僕も、小学校くらいのときに友達に、


「字じ幕まくにしようぜ！　やっぱ字幕のほうがいいよ！」


　ってなことを言った覚えがあるようなないような、なんですが……


　ここで、謎です。


　なぜ、洋画を吹き替えではなく、字幕で見るほうがなんとなくカッコイイ的な発想があるのか？


　ちなみに僕は、洋画を家で見るときはなるべくＤＶＤで見るようにしていて。そうすると日本語吹き替えと字幕を同時に出せるんですよ。


　これ、すごく楽しくて。


　いままで字幕で省しよう略りやくされていた内容が吹き替えではちゃんと話されてるし、字幕と吹き替えと、さらに原語（英語だったりフランス語だったり）、それぞれがなんか全然違ちがうことを言ってたりで。


　すごいんですよ、これ。


　たとえばとある作品のセリフなんだけど。


　吹き替えでは、


「救きゆう世せい主しゆだ!!」


　って言ってるのに、字幕では、


「彼なんだ!!」


　で、原語では、


「Ｈｅ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｏｎｅ」


　もちろん全部、同じ意味。


　同じことを伝えてるんだけど、伝わるニュアンス……いやそれどころか、そのシーンでどうしてこの言葉が出てくるのか？　その仕組みまでが全部違う。


　でも、どれもいい作品になるよう、必死に言葉を選んでいて。


　どの日本語を使ったら、かっこよくなるか？


　どの日本語を使ったら、うまく表現できるか？


　それが楽しくて仕方ない。


　はっきり言ってここまでくると、字幕も、吹き替えも、まったく新しい作品といってもいいくらいだと思うわけで、そうなると、原語さえ理り解かいできれば、三つの新しい作品を、それぞれ違う描えがき方で僕らは見ることができる。そんなこんなで、かっこいい、かっこ悪いなんてなくて、どれもすごいよ！


　と、思うわけなんです。


　だから僕はまず、時間があるならなるべく、吹き替えと字幕を同時出しで見てから、原語で見る、っていうふうにしたいし、それが楽しいんですが……


　なのになぜ、吹き替えばかりが通じゃないとか言われちゃうんだろう？


　って話に戻ります。


　よく聞く話では、原語じゃないと、実じつ際さいの役者さんの演えん技ぎや雰ふん囲い気きがうまく伝つたわらないから、とか。


　だけどそれだけで、日本語吹き替えの楽しみを捨すてちゃうのは、もったいないと思うけどなぁ……


　もしよければ、日本語吹き替えも見てみて、それぞれを比べて見てみてください。ほんとに、すごい楽しいから！


　って。


　謎、全然解決してないや……


　さっきの理由とは別に、いくつか考えつくんだけど、でも、全部仮説だからなぁ。





　仮説１。


　英語への憧あこがれ。





　仮説２。


　幼よう稚ち園えんくらいのときは字幕は読めないから、初めて字幕で映画が見られるようになったときに感じた、大お人となになったような嬉しさ。





　とか。


　まあ、全部自分が感じたことなんだけど（笑）


　でも、まだそれだけじゃないような気もする。


　うー、やっぱ謎だなぁ。他にはなにかあるかな？


　あったらみんな、教えてねー！








　ってなわけでこのへんで、最初に書いた、


『最近あった出来事で一番感動したこと』


　の話題へ。


　これは、あれです。


　ほんとうについ最近の出来事。


　どんな小説よりも、どんな映画よりも、みんなからのお手紙に感動しました。


　ちょうどすごく忙いそがしくて、ほとんど寝ねてなくて、もうだめだってあきらめかけたときに、担たん当とうのＭさんが連続でみんなからのお手紙を届とどけてくれて……そのおかげで、救すくわれました。


　特にその時期に届いたのは、『魔ま力りよくのバーゲンセール』のあとがきを読んで、僕なんかの言葉に、それでも、救われた、共感したと言ってくれたみなさん。


　あまりの感動に、涙なみだが出ました。


　差出人の欄らんを書かずに、ただ、僕を励はげますためにお手紙をくれた方もいて。


　いつも同じ言葉ばかりで申もうし訳わけないんですが……


　でも本当に、本当に僕のほうが救われてます。


　ありがとう。


　読んでくれるみんながいるから、こうしてまた、あとがきが書けてます。





　と、いうわけで、今月末にはなんと、ドラゴンマガジンの表紙＆巻頭特集！


　さらに十月発売ドラゴンマガジン増刊号バトルロイヤルには、エル・ウィン、伝勇伝、一いつ挙きよ掲けい載さい!!


　さらにさらに次の巻、『伝説の勇者の伝説７』は、なんと、順調に進めば二か月後、十月には出てしまいますっ！


　たぶん……


　……………………うう。


　期き待たいして待っててください！


　う、裏切らないように頑がん張ばります……


　ではでは今回はこのへんで。


　すぐ二か月後のあとがきで、お会いしましょう。







鏡　貴也　　
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